
JP 6092382 B2 2017.3.8

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像データを処理する方法であって、
　映像復号器において、外部のインディケーションを備えるメッセージをネットワークエ
ンティティから受信することと、前記ネットワークエンティティは、前記映像復号器とは
別個に分離され、
　前記映像復号器において、映像ビットストリームを受信することと、ここにおいて、前
記映像ビットストリームは、圧縮された映像データを備え、前記映像ビットストリームは
、前記外部のインディケーションを備える前記メッセージと別個に受信される、
　前記外部のインディケーションに基づいてクリーンランダムアクセス（ＣＲＡ）ピクチ
ャをブロークンリンクアクセス（ＢＬＡ）ピクチャとして取り扱うことと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記外部のインディケーションは、フラグの値が前記映像復号器によって、デフォルト
値または設定値のうちの一方に設定されるべきかどうかを示し、前記方法は、前記フラグ
の前記値を前記ネットワークエンティティによって特定された値に設定することをさらに
備え、前記外部のインディケーションに基づいて前記ＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャと
して取り扱うことは、前記ネットワークエンティティによって特定された前記値に設定さ
れた前記フラグの前記値に基づいて前記ＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取り扱う
ことを備える請求項１に記載の方法。



(2) JP 6092382 B2 2017.3.8

10

20

30

40

50

【請求項３】
　前記フラグは、前記ＣＲＡピクチャと関連付けられる請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記フラグの前記デフォルト値は、前記ＣＲＡピクチャがＢＬＡピクチャとして取り扱
われるべきでないことを示す、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　コーディングされたスライスネットワーク抽象化層（ＮＡＬ）ユニットを復号時に、コ
ーディングされたスライスＮＡＬユニットを復号することと、
　前記設定値に設定された前記フラグに基づいて、前記コーディングされたスライスＮＡ
ＬユニットのＮＡＬユニットタイプを変更することをさらに備える請求項２に記載の方法
。
【請求項６】
　前記フラグは、第１のフラグを備え、前記方法は、コーディングされたスライスＮＡＬ
ユニットを復号時に、前記設定値に設定された前記第１のフラグに基づいて、第２のフラ
グの値を変更することをさらに備え、前記第２のフラグは、以前の復号されたピクチャの
出力を制御する請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　前記フラグは、第１のフラグを備え、前記方法は、コーディングされたスライスＮＡＬ
ユニットを復号時に、前記設定値に設定された前記第１のフラグに基づいて、第２のフラ
グの前記値を“１”に設定することをさらに備える請求項２に記載の方法。
【請求項８】
　前記コーディングされたスライスＮＡＬユニットを復号することは、前記ＮＡＬユニッ
トタイプを識別するために前記コーディングされたスライスＮＡＬユニットを構文解析す
ることを含む請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　前記フラグは第１のフラグを備え、コーディングされたスライスＮＡＬユニットを復号
時に、前記第１のフラグが１に等しく、コーディングされたスライスＮＡＬユニットのＮ
ＡＬユニットタイプがＣＲＡピクチャを示す場合に、前記方法はＢＬＡピクチャを示すた
めに前記ＮＡＬユニットタイプの前記値を変更することをさらに備える、請求項２に記載
の方法。
【請求項１０】
　前記フラグは、ＨａｎｄｌｅＣｒａＡｓＢｌａＦｌａｇであり、前記ＨａｎｄｌｅＣｒ
ａＡｓＢｌａＦｌａｇは、特定のＣＲＡピクチャがＢＬＡピクチャとして取り扱われるべ
きかどうかを示す請求項２に記載の方法。
【請求項１１】
　前記フラグの前記値に基づいて、第２のフラグの値を設定することをさらに備え、前記
第２のフラグは、前記ＣＲＡピクチャの復号より前に復号された少なくとも１つのピクチ
ャが出力されるべきかどうかを示す、請求項２に記載の方法。
【請求項１２】
　映像データを記憶するように構成されたメモリと、
　前記メモリと通信を行うプロセッサと、
　を備え、前記プロセッサは、
　映像復号器において外部のインディケーションを備えるメッセージをネットワークエン
ティティから受信し、前記ネットワークエンティティは、前記映像復号器から別個に区別
され、
　前記映像復号器において、映像ビットストリームを受信し、ここにおいて、前記映像ビ
ットストリームは、圧縮された映像データを備え、前記映像ビットストリームは前記外部
のインディケーションを備えるメッセージと別個に受信され、
　前記外部のインディケーションに基づいてクリーンランダムアクセス（ＣＲＡ）ピクチ
ャをブロークンリンクアクセス（ＢＬＡ）ピクチャとして取り扱う、
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　ように構成されたプロセッサを備える、映像復号器。
【請求項１３】
　前記外部のインディケーションは、フラグの値が前記映像復号器によって、デフォルト
値または設定値のうちの一方に設定されるべきかどうかを示し、前記プロセッサは、
　前記ネットワークエンティティによって特定された値に前記フラグの前記値を設定する
ようにさらに構成され、
　前記外部のインディケーションに基づいて前記ＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして
取り扱うことは、前記ネットワークエンティティによって特定された前記値に設定された
前記フラグの前記値に基づいて前記ＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取り扱うこと
を備える請求項１２に記載の映像復号器。
【請求項１４】
　前記フラグは、前記ＣＲＡピクチャと関連付けられる請求項１３に記載の映像復号器。
【請求項１５】
　前記フラグの前記デフォルト値は、前記ＣＲＡピクチャがＢＬＡピクチャとして取り扱
われるべきでないことを示す、請求項１３に記載の映像復号器。
【請求項１６】
　前記プロセッサは、コーディングされたスライスＮＡＬユニットを復号時に、前記設定
値に設定された前記フラグに基づいて、前記コーディングされたスライスＮＡＬユニット
のＮＡＬユニットタイプを変更するようにさらに構成される請求項１３に記載の映像復号
器。
【請求項１７】
　前記フラグは、第１のフラグを備え、前記プロセッサは、コーディングされたスライス
ＮＡＬユニットを復号時に、前記設定値に設定された前記第１のフラグに基づいて、第２
のフラグの前記値を変更するようにさらに構成される請求項１３に記載の映像復号器。
【請求項１８】
　前記フラグは第１のフラグを備え、前記プロセッサは、コーディングされたスライスＮ
ＡＬユニットを復号時に、前記設定値に設定された前記第１のフラグに基づいて、第２の
フラグの前記値を“１”に設定するようにさらに構成される、請求項１３に記載の映像復
号器。
【請求項１９】
　前記プロセッサは、前記ＮＡＬユニットタイプを識別するために、前記コーディングさ
れたスライスＮＡＬユニットを構文解析するようにさらに構成される請求項１６に記載の
映像復号器。
【請求項２０】
　前記フラグは、第１のフラグを備え、コーディングされたスライスＮＡＬユニットを復
号時に、前記第１のフラグが１に等しく、コーディングされたスライスＮＡＬユニットの
ＮＡＬユニットタイプがＣＲＡピクチャを示す場合は、前記プロセッサは、ＢＬＡピクチ
ャを示すために前記ＮＡＬユニットタイプの前記値を変更するようにさらに構成される、
請求項１９に記載の映像復号器。
【請求項２１】
　前記フラグは、ＨａｎｄｌｅＣｒａＡｓＢｌａＦｌａｇであり、前記ＨａｎｄｌｅＣｒ
ａＡｓＢｌａＦｌａｇは、ＣＲＡピクチャがＢＬＡピクチャとして取り扱われるべきかど
うかを示す請求項１３に記載の映像復号器。
【請求項２２】
　前記プロセッサは、前記フラグの前記値に基づいて、第２のフラグの値を設定するよう
にさらに構成され、前記第２のフラグは、前記ＣＲＡピクチャの復号より前に復号された
少なくとも１つのピクチャが出力されるべきかどうかを示す、請求項１３に記載の映像復
号器。
【請求項２３】
　メモリと、
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　映像復号器において、外部のインディケーションを備えるメッセージをネットワークエ
ンティティから受信するために、前記メモリと通信を行う手段と、前記ネットワークエン
ティティは、前記映像復号器とは別個に区別され、
　前記映像復号器において、映像ビットストリームを受信するために、前記メモリと通信
を行う手段と、ここにおいて、前記映像ビットストリームは、圧縮された映像データを備
え、前記映像ビットストリームは、前記外部のインディケーションを備える前記メッセー
ジと別個に受信される、
　前記外部のインディケーションに基づいてクリーンランダムアクセス（ＣＲＡ）ピクチ
ャをブロークンリンクアクセス（ＢＬＡ）ピクチャとして取り扱うために、前記メモリと
通信を行う手段と、
　を備える、映像復号器。
【請求項２４】
　前記外部のインディケーションは、フラグの値が前記映像復号器によって、デフォルト
値または設定値のうちの一方に設定されるべきかどうかを示し、前記映像復号器は、
　前記フラグの前記値を前記ネットワークエンティティによって特定された値に設定する
ための手段をさらに備え、前記外部のインディケーションに基づいて前記ＣＲＡピクチャ
をＢＬＡピクチャとして取り扱うことは、前記ネットワークエンティティによって特定さ
れた前記値に設定された前記フラグの前記値に基づいて前記ＣＲＡピクチャをＢＬＡピク
チャとして取り扱うことを備える請求項２３に記載の映像復号器。
【請求項２５】
　前記フラグは、前記ＣＲＡピクチャと関連付けられる請求項２４に記載の映像復号器。
【請求項２６】
　前記フラグの前記デフォルト値は、前記ＣＲＡピクチャがＢＬＡピクチャとして取り扱
われるべきでないことを示す、請求項２４に記載の映像復号器。
【請求項２７】
　コーディングされたスライスＮＡＬユニットを復号時に、前記設定値に設定された前記
フラグに基づいて、前記コーディングされたスライスＮＡＬユニットのＮＡＬユニットタ
イプを変更するための手段をさらに備える請求項２４に記載の映像復号器。
【請求項２８】
　前記フラグは、第１のフラグを備え、前記映像復号器は、コーディングされたスライス
ＮＡＬユニットを復号時に、前記設定値に設定された前記第１のフラグに基づいて、第２
のフラグの前記値を変更するための手段をさらに備え、前記第２のフラグは、以前の復号
されたピクチャの出力を制御する請求項２４に記載の映像復号器。
【請求項２９】
　前記フラグは、第１のフラグを備え、前記映像復号器は、コーディングされたスライス
ＮＡＬユニットを復号時に、前記設定値に設定された前記第１のフラグに基づいて、第２
のフラグの前記値を“１”に設定するための手段をさらに備え、前記第２のフラグは、以
前の復号されたピクチャの出力を制御する、請求項２４に記載の映像復号器。
【請求項３０】
　前記コーディングされたスライスＮＡＬユニットを復号することは、前記ＮＡＬユニッ
トタイプを識別するために前記コーディングされたスライスＮＡＬユニットを構文解析す
ることを含む請求項２７に記載の映像復号器。
【請求項３１】
　前記フラグは、第１のフラグを備え、コーディングされたスライスＮＡＬユニットを復
号時に、前記第１のフラグが１に等しく、コーディングされたスライスＮＡＬユニットの
ＮＡＬユニットタイプがＣＲＡピクチャを示す場合に、前記映像復号器はＢＬＡピクチャ
を示すために前記ＮＡＬユニットタイプの前記値を変更する請求項２４に記載の映像復号
器。
【請求項３２】
　前記フラグは、ＨａｎｄｌｅＣｒａＡｓＢｌａＦｌａｇであり、前記ＨａｎｄｌｅＣｒ
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ａＡｓＢｌａＦｌａｇは、ＣＲＡピクチャがＢＬＡピクチャとして取り扱われるべきかど
うかを示す請求項２４に記載の映像復号器。
【請求項３３】
　前記映像復号器は、前記フラグの前記値に基づいて、第２のフラグの値を設定するため
の手段をさらに備え、前記第２のフラグは、前記ＣＲＡピクチャの復号より前に復号され
た少なくとも１つのピクチャが出力されるべきかどうかを示す、請求項２４に記載の映像
復号器。
【請求項３４】
　非一時的なコンピュータによって読み取り可能な記憶媒体であって、実行されたときに
、
　映像復号器において、ネットワークエンティティから外部のインディケーションを備え
るメッセージを受信し、前記ネットワークエンティティは、前記映像復号器とは別個に分
離され、
　前記映像復号器において、映像ビットストリームを受信し、ここにおいて、前記映像ビ
ットストリームは、圧縮された映像データを備え、前記映像ビットストリームは前記外部
のインディケーションを備える前記メッセージと別個に受信される、
　前記外部のインディケーションに基づいてクリーンランダムアクセス（ＣＲＡ）ピクチ
ャをブロークンリンクアクセス（ＢＬＡ）ピクチャとして取り扱う、
　ことを映像復号デバイスの１つまたは複数のプロセッサに行わせる命令を格納する、
　非一時的なコンピュータによって読み取り可能な記憶媒体。
【請求項３５】
　前記外部のインディケーションは、フラグの値が前記映像復号器によって、デフォルト
値または設定値のうちの一方に設定されるべきかどうかを示し、前記命令は、実行された
ときに、
　前記フラグの前記値を前記ネットワークエンティティによって特定された値に設定する
ことをデバイスの前記１つまたは複数のプロセッサに行わせることをさらに備え、
　前記外部のインディケーションに基づいて前記ＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして
取り扱うことは、前記ネットワークエンティティによって特定された前記値に設定された
前記フラグの前記値に基づいて前記ＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取り扱うこと
を備える請求項３４に記載の非一時的なコンピュータによって読み取り可能な記憶媒体。
【請求項３６】
　前記フラグは、前記ＣＲＡピクチャと関連付けられる請求項３５に記載の非一時的なコ
ンピュータによって読み取り可能な記憶媒体。
【請求項３７】
　前記命令は、コーディングされたスライスＮＡＬユニットを復号時に、前記設定値に設
定された前記フラグに基づいて、前記コーディングされたスライスＮＡＬユニットのＮＡ
Ｌユニットタイプを変更することを前記１つまたは複数のプロセッサに行わせるようにさ
らに構成される請求項３５に記載の非一時的なコンピュータによって読み取り可能な記憶
媒体。
【請求項３８】
　前記フラグは、第１のフラグを備え、前記非一時的なコンピュータによって読み取り可
能な記憶媒体は、コーディングされたスライスＮＡＬユニットを復号時に、前記設定値に
設定された前記第１のフラグに基づいて、第２のフラグの前記値を変更することを前記１
つまたは複数のプロセッサに行わせるようにさらに構成され、前記第２のフラグは、以前
の復号されたピクチャの出力を制御する請求項３５に記載の非一時的なコンピュータによ
って読み取り可能な記憶媒体。
【請求項３９】
　前記ＮＡＬユニットタイプを識別するために、前記コーディングされたスライスＮＡＬ
ユニットを構文解析することを前記１つまたは複数のプロセッサに行わせるようにさらに
構成される請求項３７に記載の非一時的なコンピュータによって読み取り可能な記憶媒体
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。
【請求項４０】
　前記フラグは第１のフラグを備え、前記非一時的なコンピュータによって読み取り可能
な記憶媒体は、実行されたときに、
　コーディングされたスライスＮＡＬユニットを復号時に、前記設定値に設定された前記
第１のフラグに基づいて、第２のフラグの値を変更することを前記デバイスの１つまたは
複数のプロセッサに行わせる命令をさらに記憶し、前記第２のフラグは、以前の復号され
たピクチャの出力を制御する、請求項３５に記載の非一時的なコンピュータによって読み
取り可能な記憶媒体。
【請求項４１】
　前記非一時的なコンピュータによって読み取り可能な記憶媒体は、実行されたときに、
前記フラグの前記値に基づいて、第２のフラグの値を設定することを前記デバイスの１つ
または複数のプロセッサに行わせる命令をさらに記憶し、前記第２のフラグは、前記ＣＲ
Ａピクチャの復号より前に復号された少なくとも１つのピクチャが出力されるべきかどう
かを示す、請求項３５に記載の非一時的なコンピュータによって読み取り可能な記憶媒体
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
［０００１］本出願は、米国仮特許出願第６１／６６５，６６７号（出願日：２０１２年
６月２８日）の利益を主張するものであり、それの内容全体が、引用によってここに組み
入れられている。
【０００２】
［０００２］本開示は、概して、映像データを処理することに関するものである。本開示
は、より具体的には、圧縮された映像ストリームにおいてランダムアクセスをサポートす
るための技法に関するものである。
【背景技術】
【０００３】
［０００３］デジタル映像能力を広範なデバイス内に組み入れることができ、デジタルテ
レビと、デジタル直接放送システムと、無線放送システムと、パーソナルデジタルアシス
タント（ＰＤＡ）と、ラップトップ又はデスクトップコンピュータと、ダフレットコンピ
ュータと、電子書籍リーダーと、デジタルカメラと、デジタル記録デバイスと、デジタル
メディアプレーヤーと、ビデオゲームプレイ装置と、ビデオゲームコンソールと、セルラ
ー又は衛星無線電話、いわゆる“スマートフォン”と、ビデオ会議装置と、ビデオストリ
ーミングデバイスと、トランスコーダと、ルータ又はその他のネットワークデバイスと、
等を含む。デジタル映像デバイスは、映像圧縮技法、例えば、ＭＰＥＧ－２、ＭＰＥＧ－
４、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６３、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４／ＭＰＥＧ－４、Ｐａｒｔ１０、
アドバンストビデオコーディング（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ（ＡＶ
Ｃ））、現在策定中の高効率映像コーディング（Ｈｉｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　Ｖｉ
ｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ（ＨＥＶＣ）規格によって定義される規格、オープン映像圧縮フォ
ーマット、例えば、ＶＰ８、及び該規格の拡張版、技法、又はフォーマットにおいて説明
されるそれら、を実装する。映像デバイスは、該映像圧縮技法を実装することによってよ
り効率的にデジタル映像情報を送信、受信、符号化、復号、及び／又は格納することがで
きる。
【０００４】
［０００４］映像圧縮技法は、映像シーケンスに固有の冗長性を低減又は除去するための
空間（イントラピクチャ）予測及び／又は時間（インターピクチャ）予測を行う。ブロッ
クに基づく映像コーディングでは、映像スライス（すなわち、映像ピクチャ又は映像ピク
チャの一部分）を映像ブロックに分割することができ、それらは、ツリーブロック、コー
ディングユニット（ＣＵ）及び／又はコーディングノードと呼ぶこともできる。ピクチャ
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のイントラコーディングされた（Ｉ）スライス内の映像ブロックは、同じピクチャ内の近
隣ブロック内の基準サンプルに関して空間予測を用いて符号化される。ピクチャのインタ
ーコーディングされた（Ｐ又はＢ）スライス内の映像ブロックは、同じピクチャ内の近隣
ブロック内の基準サンプルに関する空間予測又はその他の基準ピクチャ内の基準サンプル
に関する時間予測を使用することができる。ピクチャは、フレームと呼ぶことができ、基
準ピクチャは、基準フレームと呼ぶことができる。
【０００５】
［０００５］空間予測又は時間予測の結果、コーディングされるべきブロックに関する予
測ブロックが得られる。残差データは、コーディングされるべきオリジナルのブロックと
予測ブロックとの間のピクセル差分を表す。インターコーディングされたブロックは、予
測ブロックを形成する基準サンプルのブロックを指し示す動きベクトル、及びコーディン
グされたブロックと予測ブロックとの間の差分を示す残差データにより符号化される。イ
ントラコーディングされたブロックは、イントラコーディングモード及び残差データによ
り符号化される。さらなる圧縮のために、残差データは、ピクセル領域から変換領域に変
換することができ、その結果残差変換係数が得られ、次にそれらを量子化することができ
る。量子化された変換係数は、最初は二次元アレイで配列され、変換係数の一次元ベクト
ルを生成するために走査することができ、及びさらなる圧縮を達成するためにエントロピ
ーコーディングを適用することができる。
【発明の概要】
【０００６】
［０００６］一例においては、本開示の技法は、外部のインディケーション（ｅｘｔｅｒ
ｎａｌ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）に基づいてクリーンランダムアクセス（ｃｌｅａｎ　ｒ
ａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ（ＣＲＡ））ピクチャをブロークンリンクアクセス（ｂｒｏｋ
ｅｎ　ｌｉｎｋ　ａｃｃｅｓｓ（ＢＬＡ））ピクチャとして取り扱うことに関するもので
ある。例えば、映像復号器又はその他のデバイスは、外部のインディケーションを受信す
ることができる。これで、映像復号器は、外部のインディケーションに基づいてＣＲＡピ
クチャをＢＬＡピクチャとして取り扱うことができる。幾つかの例では、ＣＲＡピクチャ
に関してフラグが定義され、外部のインディケーションは、映像復号器においてフラグが
設定されるべきかどうかを示す。従って、映像復号器は、外部のインディケーションに基
づいてフラグを設定することができる。復号器又は幾つかの内部機能、例えば、外部イン
ディケーション処理ユニット又は予測モジュール、がフラグを検査することができる。一
例では、予測モジュールは、外部のインディケーションに基づいてＣＲＡピクチャをＢＬ
Ａピクチャとして取り扱うことができる。例えば、復号器は、フラグに基づいてＣＲＡピ
クチャをＢＬＡピクチャとして取り扱うことができる。
【０００７】
［０００７］一例では、本開示は、映像データを処理する方法について説明し、映像復号
器において外部のインディケーションを受信することと、外部のインディケーションに基
づいてクリーンランダムアクセス（ＣＲＡ）ピクチャをブロークンリンクアクセス（ＢＬ
Ａ）として取り扱うことと、を含む。
【０００８】
［０００８］他の例では、本開示は、映像データを処理するための映像復号器について説
明し、映像復号器において外部のインディケーションを受信し及び外部のインディケーシ
ョンに基づいてクリーンランダムアクセス（ＣＲＡ）ピクチャをブロークンリンクアクセ
ス（ＢＬＡ）ピクチャとして取り扱うように構成されたプロセッサを含む。
【０００９】
［０００９］他の例では、本開示は、映像データを処理するための映像復号器について説
明し、映像復号器において外部のインディケーションを受信ための手段と、外部のインデ
ィケーションに基づいてクリーンランダムアクセス（ＣＲＡ）ピクチャをブロークンリン
クアクセス（ＢＬＡ）ピクチャとして取り扱うための手段と、を含む。
【００１０】
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［００１０］他の例では、本開示は、コンピュータによって読み取り可能な記憶媒体につ
いて説明する。コンピュータによって読み取り可能な記憶媒体は、実行された時点で、映
像復号器において外部のインディケーションを受信し及び外部のインディケーションに基
づいてクリーンランダムアクセス（ＣＲＡ）をブロークンリンクアクセス（ＢＬＡ）とし
て取り扱うことをデバイスの１つ以上のプロセッサに行わせる命令を格納する。
【００１１】
［００１１］１つ以上の例の詳細が、添付図及び以下の説明において示される。それらの
説明と図面から、及び請求項から、その他の特徴、目的、及び利点が明らかになるであろ
う。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】［００１２］本開示において説明される技法を利用することができる映像符号化
及び復号システム例を示したブロック図である。
【図２】［００１３］本開示において説明される技法を実装することができる映像符号器
例を示したブロック図である。
【図３】［００１４］本開示において説明される技法を実装することができる映像復号器
例を示したブロック図である。
【図４】［００１５］ネットワークの一部を形成するデバイスの組例を示したブロック図
である。
【図５】［００１６］本開示において説明される１つ以上の例による方法例を示したフロ
ーチャートである。
【図６】［００１７］本開示において説明される１つ以上の例による方法例を示したフロ
ーチャートである。
【図７】［００１８］本開示において説明される１つ以上の例による方法例を示したフロ
ーチャートである。
【図８】［００１９］外部のインディケーションを送信する第１のデバイスの典型的な動
作及び外部のインディケーションを受信する第２のデバイスの応答動作を示したフローチ
ャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
［００２０］本開示は、クリーンランダムアクセス（ＣＲＡ）ピクチャに基づくストリー
ミング適合化に関する技法について説明する。様々な改良された映像コーディング設計が
説明されており、それらは、ＣＲＡピクチャ、ランダムアクセスポイント（ＲＡＰ）ピク
チャ前のピクチャの出力、及びピクチャタイミング情報のシグナリングに基づくストリー
ミング適合化に関連することができる。
【００１４】
［００２１］幾つかの映像コーディング規格の簡単な背景が最初に説明される。映像コー
ディング規格は、ＩＴＵ－Ｈ．２６１、ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－１　Ｖｉｓｕａｌ、
ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４（ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－４　ＡＶＣとも呼ばれる）を含み
、スケーラブル映像コーディング（ＳＶＣ）と、マルチビュー映像コーディング（ＭＶＣ
）拡張とを含む。
【００１５】
［００２２］さらに、ＩＴＵ－Ｔビデオコーディングエキスパーツグループ（ＶＣＥＧ）
及びＩＳＯ／ＩＥＣモーションピクチャエキスパーツグループ（ＭＰＥＧ）の映像コーデ
ィングに関する共同作業チーム（ＪＣＴ－ＶＣ）によって現在策定中の新しい映像コーデ
ィング規格、すなわち、高効率映像コーディング（Ｈｉｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　Ｖ
ｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ（ＨＥＶＣ）、が存在する。ＨＥＶＣのワーキングドラフト（Ｗ
Ｄ）は、以後ＨＥＶＣ　ＷＤ７と呼ばれ、http://phenix.int-evry.fr/jct/doc_end_user
/documents/9_Geneva/wg11/JCTVC-I1003-v5.zipから入手可能であり、ここにおける引用
によってそれ全体が組み入れられている。
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【００１６】
［００２３］ＨＥＶＣのそれよりも最近のワーキングドラフト（ＷＤ）は、以後ＨＥＶＣ
　ＷＤ９と呼ばれており、http://phenix.int-evry.fr/jct/doc_end_user/documents/9_G
eneva/wg11/JCTVC-I1003-v10.zipから入手可能であり、ここにおける引用によってそれ全
体が組み入れられている。
【００１７】
［００２４］一例では、本開示の技法は、外部のインディケーションに基づいてクリーン
ランダムアクセス（ＣＲＡ）ピクチャをブロークンリンクアクセス（ＢＬＡ）ピクチャと
して取り扱うことに関するものである。例えば、映像復号器又はその他のデバイスは、外
部のインディケーションを受信することができる。映像復号器は、外部のインディケーシ
ョンに基づいてＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取り扱うことができる。幾つかの
例では、ＣＲＡに関してフラグが定義され、外部のインディケーションは、映像復号器に
おいてフラグが設定されるべきかどうかを示す。従って、映像復号器は、外部のインディ
ケーションに基づいてフラグを設定することができる。復号器又は幾つかの内部機能、例
えば、外部インディケーション処理ユニット又は予測モジュールが、フラグを検査するこ
とができる。一例では、予測モジュールは、外部のインディケーションに基づいてＣＲＡ
ピクチャをＢＬＡピクチャとして取り扱うことができる。例えば、復号器は、フラグに基
づいてＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取り扱うことができる。
【００１８】
［００２５］他の例では、ＣＲＡピクチャに関してフラグが定義され、復号器又はその他
のデバイスは、フラグが設定されるべきであることを示す外部のインディケーションを受
信することができる。復号器又はその他のデバイスは、外部のインディケーションに基づ
いてフラグを設定することができる。復号器は、フラグを検査することができる。フラグ
が設定されているときには、復号器は、ＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取り扱う
ことができる。
【００１９】
［００２６］ランダムアクセスは、映像ビットストリーム内における第１のコーディング
されたピクチャでないコーディングされたピクチャから始める映像ビットストリームの復
号を意味する。ビットストリームへのランダムアクセスは、多くの映像アプリケーション
、例えば、放送及びストリーミング、例えば、ユーザが異なるチャネル間で切り換わるた
めに、映像の特定の部分にジャンプする、又は（例えば、ビットレート、フレームレート
、空間解像度、等の）ストリーム適合化のために異なるビットストリームに切り換わる、
において必要である。この特徴は、ランダムアクセスピクチャ又はランダムアクセスポイ
ントを、多くの場合は定期的な間隔で、ビットストリーム内に挿入することによって可能
にすることができる。
【００２０】
［００２７］ビットストリームスプライシングは、２つ以上のビットストリーム又はそれ
らの一部分の連結を意味する。例えば、スライシングされたビットストリームを生成する
ために、第１のビットストリームを第２のビットストリームに、おそらくそれらのビット
ストリームのうちの１つ又は両方をある程度修正することによって添付することができる
。第２のビットストリーム内の第１のコーディングされたピクチャは、スプライシングポ
イントとも呼ばれる。従って、スライシングされたビットストリーム内のスプライシング
ポイントに後続するピクチャは、第２のビットストリームから発生し、スライシングされ
たビットストリーム内のスプライシングポイントに先行するピクチャは、第１のビットス
トリームから発生する。
【００２１】
［００２８］ビットストリームスプライサ（ｓｐｌｉｃｅｒ）は、ビットストリームのス
プライシングを行うことができる。ビットストリームスプライサは、しばしば、符号器よ
りも複雑度が低く、精巧度が低く及び／又はインテリジェント度が低い。例えば、それら
は、エントロピー復号及び符号化能力を装備することができない。ビットスプライサは、
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ここにおいて説明されるいずれかのデバイス内に組み入れることができ、コーディングデ
バイス又はネットワークデバイスを含む。
【００２２】
［００２９］ビットストリーム切り換えは、適合的ストリーミング環境において使用する
ことができる。ビットストリームへの切り換えにおけるある一定のピクチャでのビットス
トリーム切り換え動作は、実効的には、スプライシングポイントがビットストリーム切り
換えポイント、すなわち、ビットストリームへの切り換えにおける第１のピクチャ、であ
るビットストリームスプライシング動作である。
【００２３】
［００３０］ＡＶＣ又はＨＥＶＣにおいて規定される瞬間的復号リフレッシュ（ＩＤＲ）
ピクチャをランダムアクセスのために使用することができる。しかしながら、復号順序で
ＩＤＲピクチャに後続するピクチャは、ＩＤＲピクチャの以前に復号されたピクチャは基
準として使用することができず、ランダムアクセスに関してＩＤＲピクチャに依存するビ
ットストリームは、大幅により低いコーディング効率を有する可能性がある。
【００２４】
［００３１］コーディング効率を向上させるために、ＨＥＶＣでは、復号順序ではＣＲＡ
ピクチャに後続し、出力順序ではそれに先行するピクチャがＣＲＡピクチャよりも前に復
号されたピクチャを基準として使用するのを可能にするためにクリーンランダム（ＣＲＡ
）ピクチャの概念が導入された。復号順序ではＣＲＡピクチャに後続するが出力順序では
ＣＲＡピクチャに先行するピクチャは、ＣＲＡピクチャと関連付けられたリーディング（
ｌｅａｄｉｎｇ）ピクチャ（又は、ＣＲＡピクチャのリーディングピクチャ）と呼ばれる
。ＣＲＡピクチャのリーディングピクチャは、現在のＣＲＡピクチャより前のＩＤＲ又は
ＣＲＡピクチャから復号が開始した場合は正確に復号可能である。しかしながら、ＣＲＡ
ピクチャのリーディングピクチャは、ＣＲＡピクチャからのランダムアクセスが生じたと
きには正確に復号できない。従って、復号器は、典型的には、ランダムアクセス復号中に
リーディングピクチャを廃棄する。復号がどこから開始するかに依存して利用可能でない
ことがある基準ピクチャからの誤り伝播を防止するために、復号順序及び出力順序の両方
においてＣＲＡピクチャに後続するすべてのピクチャが、（リーディングピクチャを含む
）復号順序又は出力順序のいずれかにおいてＣＲＡピクチャに先行するピクチャを基準と
して使用しないものとする。
【００２５】
［００３２］ＨＥＶＣでは、ＣＲＡピクチャの導入後に、ＣＲＡピクチャの概念に基づい
てブロークンリンクアクセス（ＢＬＡ）ピクチャの概念がさらに導入された。ＢＬＡピク
チャは、典型的には、ＣＲＡピクチャの位置においてのビットストリームのスライシング
から発生し、スプライシングされたビットストリーム内において、スプライシングポイン
トＣＲＡピクチャは、ＢＬＡピクチャに変更することができる。ＩＤＲピクチャ、ＣＲＡ
ピクチャ及びＢＬＡピクチャは、総称して、ランダムアクセスポイント（ＲＡＰ）ピクチ
ャと呼ばれる。
【００２６】
［００３３］ＢＬＡピクチャとＣＲＡピクチャの間の１つの相違点は、次の通りである。
ＣＲＡピクチャに関しては、関連付けられたリーディングピクチャは、復号が復号順序に
おいてＣＲＡピクチャよりも前のＲＡＰピクチャから開始する場合は正確に復号可能であ
る。ＣＲＡピクチャは、ＣＲＡピクチャからのランダムアクセスが生じたときには正確に
復号できない。例えば、復号がＣＲＡピクチャから開始したとき、換言すると、ＣＲＡピ
クチャがビットストリーム内の第１のピクチャであるとき。ＢＬＡピクチャに関しては、
関連付けられたリーディングピクチャは、復号が復号順序においてＢＬＡピクチャよりも
前のＲＡＰピクチャから開始したときでさえも、すべての場合において正確に復号可能で
ない。
【００２７】
［００３４］特定のＣＲＡ又はＢＬＡピクチャに関して、関連付けられたリーディングピ
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クチャの一部は、ＣＲＡ又はＢＬＡピクチャがビットストリーム内の第１のピクチャであ
るときでさえも正確に復号可能である。これらのリーディングピクチャは、復号可能リー
ディングピクチャ（ＤＬＰ）と呼ばれ、その他のリーディングピクチャは、復号不能リー
ディングピクチャ（ＮＬＰ）又はランダムアクセス復号可能リーディング（ＲＡＤＬ）ピ
クチャと呼ばれる。ＮＬＰは、廃棄用タグ付き（ＴＦＤ）ピクチャ又はランダムアクセス
スキッピングリーディング（ＲＡＳＬ）ピクチャとも呼ばれる。
【００２８】
［００３５］幾つの場合は、幾つかの既存の方法には次のような問題が生じる可能性があ
る。（１）ＣＲＡピクチャに基づくストリーミング適合化では、ＢＬＡピクチャへのＣＲ
Ａピクチャの変更は、典型的には、メディアサーバ又は中間的ネットワーク要素、例えば
、メディア－アウエア（ｍｅｄｉａ－ａｗａｒｅ）ネットワーク要素（ＭＡＮＥ）又は、
典型的には複雑度がより低く、精巧度がより低く及び／又はインテリジェント度がより低
いことが好ましく、ビットストリームを変更することがまったくできないメディアーアン
アウエア（ｍｅｄｉａ－ｕｎａｗａｒｅ）ネットワーク要素、例えば、ＨＴＴＰキャッシ
ュ又はウェブプロキシ、ＭＡＮＥ、によって行う必要がある。（２）復号順序においてＩ
ＤＲ又はＢＬＡピクチャよりも前のピクチャの出力は、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉ
ｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇを用いることむによってある程度制御することができる。ｎｏ_
ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇが“１”に設定されているか又は１に
等しいと推論されるときには、復号順序においてＩＤＲ又はＢＬＡピクチャよりも前に復
号されたピクチャは、出力／表示されずにＩＤＲ又はＢＬＡピクチャの復号後にすべて廃
棄される。しかしながら、時には、それらのピクチャをより多く表示することがより良い
ユーザ経験を提供することができる。現在では、該状況においてより多くのピクチャを出
力／表示するのを可能にする方法は存在していない。（３）ＤＬＰピクチャは出力するこ
とが許容される。それらの出力順序又は出力時間は関連付けられたＲＡＰピクチャよりも
早いため、ＲＡＰピクチャからランダムアクセスするときの最も早い提示時間は、ＲＡＰ
ピクチャが入っているアクセスユニットを単に検査するだけでは知ることができない。し
かしながら、ＲＡＰピクチャからランダムアクセスするときには、システムは、そのＲＡ
Ｐピクチャがユーザからのランダムアクセス要求に適合するかどうかを調べるために最も
早い再生開始を推測するのを試みるべきである。
【００２９】
［００３６］本開示では、概して上記の問題のうちの１つ以上に対処する又は上記の問題
のうちの１つ以上を改良することができる幾つかの技法が説明される。受信されたか推論
されたかにかかわらず、該メッセージを取り扱う幾つかの異なる方法が可能である。幾つ
かの例が以下において説明される。これらは、（１）ＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャと
して取り扱う、（２）ＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャに変更する、及び（３）ＣＲＡピ
クチャを、ビットストリームを開始するＣＲＡピクチャとして取り扱う、を含む。
【００３０】
［００３７］一例では、復号器は、ＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取り扱うこと
ができる。復号器は、外部の手段によってそのように指示されたときにＣＲＡピクチャが
ＢＬＡピクチャとして取り扱われるように構成することができる。該外部のインディケー
ションは、サーバ又は中間的ネットワーク要素を通じて、復号器側の機能によって、復号
器に渡される上述されるメッセージ（幾つかのＣＲＡピクチャがＢＬＡピクチャとして取
り扱われるべきである）であることができる。
【００３１】
［００３８］より具体的には、復号プロセスは、次のように変更することができる。各Ｃ
ＲＡピクチャと関連付けることができる別個の変数を使用することができる。例えば、変
数ＨａｎｄｌｅＣｒａＡｓＢｌａＦｌａｇが各ＣＲＡピクチャと関連付けられる。換言す
ると、各ＣＲＡピクチャは、それと関連付けられたＨａｎｄｌｅＣｒａＡｓＢｌａＦｌａ
ｇ変数（フラグとも呼ばれる）を有することができる。幾つかのＣＲＡピクチャに関する
ＨａｎｄｌｅＣｒａＡｓＢｌａＦｌａｇの値は、外部の手段によって指定することができ
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る。特定のＣＲＡピクチャに関するＨａｎｄｌｅＣｒａＡｓＢｌａＦｌａｇの値が外部の
手段によって指定されないときは、それは、“０”に設定することができる（例えば、Ｃ
ＲＡピクチャのＨａｎｄｌｅＣｒａＡｓＢｌａＦｌａｇは、デフォルト時は“０”であり
、値“０”は、ＣＲＡピクチャがＢＬＡピクチャとして取り扱われないことを指示する）
。該例において、“１”の値は、ＣＲＡピクチャがＢＬＡピクチャとして取り扱われるこ
とを示すことができる。その他の例では、逆も真であり、“１”の値は、ＣＲＡピクチャ
がＢＬＡピクチャとして取り扱われないことを指示することができ、“０”の値は、ＣＲ
ＡピクチャがＢＬＡピクチャとして取り扱われることを指示することができる。
【００３２】
［００３９］次の例は、ＨａｎｄｌｅＣｒａＡｓＢｌａＦｌａｇがデフォルト時の“０”
であり、ＣＲＡピクチャがＢＬＡピクチャとして取り扱われないように指示する場合及び
“１”の値であり、ＣＲＡピクチャがＢＬＡピクチャとして取り扱われるように指示する
場合を仮定する。各々のコーディングされたスライスＮＡＬユニットを復号するときに（
構文解析を含む）、ＨａｎｄｌｅＣｒａＡｓＢｌａＦｌａｇが“１”に等しく、例えば、
ＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取り扱い、ｎａｌ_ｕｎｉｔ_ｔｙｐｅがＣＲＡピ
クチャを示す（例えば、ＨＥＶＣ　ＷＤ７により値が“４”又は“５”に等しい）場合は
、次が当てはまる。すなわち、（１）ＢＬＡピクチャであることを示すためにｎａｌ_ｕ
ｎｉｔ_ｔｙｐｅの値が変更される（例えば、ＨＥＶＣ　ＷＤ７により値が２だけ増加さ
れる）、（２）ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇの値が１に設定
される、（３）復号順序で前ピクチャがＲＡＰピクチャであり、現在のスライスのｒａｐ
_ｐｉｃ_ｉｄが前ピクチャのｒａｐ_ｐｉｃ_ｉｄに等しい場合は、次が当てはまる。最初
に、復号順序で次のピクチャがＲＡＰピクチャでない場合は、現在のスライスのｒａｐ_
ｐｉｃ_ｉｄの値は、復号順序で前ピクチャのｒａｐ_ｐｉｃ_ｉｄと異なるように変更さ
れるが、依然として構文要素の許容された値範囲内にある。次に、そうでない場合（復号
順序で次のピクチャがＲＡＰピクチャである場合）は、現在のピクチャのｒａｐ_ｐｉｃ_
ｉｄの値は、復号順序で前ピクチャ及び次のピクチャの両方のｒａｐ_ｐｉｃ_ｉｄと異な
る値に変更されるが、依然として構文要素の許容された値範囲内にある。
【００３３】
［００４０］代替として、ＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャに変更時には、復号器は、次
を行うことができる。ピクチャタイミングＳＥＩメッセージが存在し、ＤＰＢ内の全ピク
チャに関するＤＰＢ出力時間が現在のＤＰＢ出力時間よりも小さい場合は、ｎｏ_ｏｕｔ
ｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇの値は１に設定される。そうでない場合は、
ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇの値は“０”に設定される。
【００３４】
［００４１］幾つかの例では、ＨａｎｄｌｅＣｒａＡｓＢｌａＦｌａｇは第１のフラグで
あることができ、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇは第２のフラ
グであることができる。幾つかの例では、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ
_ｆｌａｇは、コンテキスト変数であることができる。
【００３５】
［００４２］ＨＥＶＣ　ＷＤ７に対する上記の変更を行うことで、ビットストリーム内の
第１のピクチャであるＣＲＡピクチャ及び関連付けられたＴＦＤピクチャに関する特別な
復号プロセスをさらに取り除くことが可能である。この場合は、ビットストリームがＣＲ
Ａピクチャで始まるときには、値が外部の手段（存在する場合）によって指定されるかど
うかにかかわらず、ビットストリーム開始ＣＲＡピクチャに関してＨａｎｄｌｅＣｒａＡ
ｓＢｌａＦｌａｇの値を“１”に設定し、上記の変更された復号プロセスを適用すること
によって、ビットストリーム内の第１のＣＲＡピクチャはＢＬＡピクチャとして取り扱わ
れるべきである。
【００３６】
［００４３］代替として、各々のコーディングされたスライスＮＡＬユニットを復号する
ときに（構文解析を含む）、現在のピクチャがビットストリーム内の第１のピクチャであ
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り、ｎａｌ_ｕｎｉｔ_ｔｙｐｅがＣＲＡピクチャを示す（例えば、値がＨＥＶＣ　ＷＤ７
により“４”又は“５”に等しい）場合は、次が当てはまることができる。ＢＬＡピクチ
ャであることを示すためにｎａｌ_ｕｎｉｔ_ｔｙｐｅの値が変更される（例えば、ＨＥＶ
Ｃ　ＷＤ５に従い値が２だけ増加される）。この例では、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒ
ｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇ及びｒａｐ_ｐｉｃ_ｉｄの値を変更する必要がない。代替とし
て、ＨａｎｄｌｅＣｒａＡｓＢｌａＦｌａｇの値を、ビットストリーム内の構文要素、例
えば、スライスヘッダ又は新しいＳＥＩメッセージ内に含めることができる新しい構文要
素、によって示すことができる。
【００３７】
［００４４］一例は、ＣＲＡピクチャに基づくストリーミング適合化に関する。該例では
、ＢＬＡピクチャをＣＲＡピクチャに変更するためにサーバ又は中間的ネットワーク要素
に依存する代わりに、サーバ又は中間的ネットワーク要素は、復号器側（すなわち、クラ
イアント）に送信されるべきメッセージを生成することができる。メッセージは、例えば
、あるＣＲＡピクチャでビットストリーム切り換え動作が生じていること及びＣＲＡピク
チャがＢＬＡピクチャとして取り扱われるべきであることを復号器に通知することができ
る。ＨＴＴＰを通じてのダイナミックアダプティブストリーミング（ＤＡＳＨ）に関して
は、復号器側も、ストリームデータを要求するために使用したユニフォームリソースロケ
ーター（ＵＲＬ）の変更及び変更されたＵＲＬと関連付けられたメディアデータの受信を
通じてそれ自体によって該メッセージを推論することができる。
【００３８】
［００４５］他の例では、ＣＲＡピクチャは、ピクチャタイミングＳＥＩメッセージが存
在している場合は、ＤＰＢ内の全ピクチャに関するＤＰＢ出力時間が現在のピクチャのＤ
ＰＢ出力時間よりも小さくなるような形で変更することができる。ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏ
ｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇの値は、１に設定することができる。その他の場合は
、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇの値は、“０”に設定するこ
とができる。
【００３９】
［００４６］図１は、本開示において説明される技法を利用することができる映像符号化
及び復号システム例１０を示したブロック図である。図１において示されるように、シス
テム１０は、行先デバイス１４によってのちに復号されることになる符号化された映像デ
ータを生成するソースデバイス１２を含む。ここにおいて説明される技法は、概して、外
部のインディケーションに基づいてＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取り扱うこと
に関するものである。従って、これらの技法は、概して、行先デバイス１４に適用するこ
とができ、それは、概して、外部のインディケーションを受信することができ、及び、該
外部のインディケーションに応答して、行先デバイス内で処理されるときに行先デバイス
で受信されたＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取り扱うことができる。しかしなが
ら、幾つかの例では、ソースデバイス１２又は他のネットワークデバイス、例えば、ＭＡ
ＮＥ、は、行先デバイスで受信されたＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取り扱うこ
とを行先デバイス１４に行わせる外部のインディケーションを行先デバイス１４に提供す
ることができる。
【００４０】
［００４７］ソースデバイス１２及び行先デバイス１４は、広範なデバイスを備えること
ができ、デスクトップコンピュータ、ノートブック（すなわち、ラップトップ）コンピュ
ータ、タブレットコンピュータ、セットトップボックス、電話ハンドセット、例えば、い
わゆる“スマート”フォン、いわゆる“スマート”パッド、テレビ、カメラ、表示装置、
デジタルメディアプレーヤー、ビデオゲームコンソール、ビデオストリーミングデバイス
、等を含む。幾つかの例では、ソースデバイス１２及び行先デバイス１４は、無線通信の
ために装備することができる。
【００４１】
［００４８］行先デバイス１４は、リンク１６を介して復号されるべき符号化された映像
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データを受信することができる。リンク１６は、符号化された映像データをソースデバイ
ス１２から行先デバイス１４に移動させることが可能なタイプの媒体又はデバイスを備え
ることができる。一例では、リンク１６は、ソースデバイス１２が符号化された映像デー
タをリアルタイムで直接行先デバイス１４に送信するのを可能にする通信媒体を備えるこ
とができる。変調器は、通信規格、例えば、無線通信プロトコル、により符号化された映
像データを変調することができ、及び行先デバイス１４に送信することができる。通信媒
体は、無線又は有線の通信媒体、例えば、無線周波数（ＲＦ）スペクトル又は１つ以上の
物理的送信ライン、を備えることができる。通信媒体は、パケットに基づくネットワーク
、例えば、ローカルエリアネットワーク、ワイドエリアネットワーク、又はグローバルネ
ットワーク、例えば、インターネット、の一部を形成することができる。通信媒体は、ル
ータ、スイッチ、基地局、又はソースデバイス１２から行先デバイス１４への通信を容易
にするのに役立つことができるその他のあらゆる装置を含むことができる。
【００４２】
［００４９］代替として、符号化されたデータは、出力インタフェース２２から記憶デバ
イス３２に出力することができる。同様に、入力インタフェースは、記憶デバイス３２か
ら符号化されたデータにアクセスすることができる。記憶デバイス３６は、様々な分散さ
れた又はローカルでアクセスされるデータ記憶媒体、例えば、ハードドライブ、ブルーレ
イ（登録商標）ディスク、ＤＶＤ、ＣＤ－ＲＯＭ、フラッシュメモリ、揮発性又は非揮発
性メモリ、又は符号化された映像データを格納するためのその他の適切なデジタル記憶媒
体を含むことができる。さらなる例では、記憶デバイス３６は、ソースデバイス１２によ
って生成された符号化された映像データを保持することができるファイルサーバ又は他の
中間的な記憶デバイスに対応することができる。行先デバイス１４は、ストリーミング又
はダウンロードを介して記憶デバイス３６から格納された映像データにアクセスすること
ができる。ファイルサーバは、符号化された映像データを格納すること及び符号化された
映像データを行先デバイス１４に送信することが可能なあらゆるタイプのサーバであるこ
とができる。ファイルサーバ例は、（例えば、ウェブサイトのための）ウェブサーバと、
ＦＴＰサーバと、ネットワーク接続記憶（ＮＡＳ）デバイスと、ローカルディスクドライ
ブと、を含む。行先デバイス１４は、インターネット接続を含む標準的なデータ接続を通
じて符号化された映像データにアクセスすることができる。これは、ファイルサーバに格
納された符号化された映像データにアクセスするのに適する無線チャネル（例えば、Ｗｉ
－Ｆｉ接続）、有線接続（例えば、ＤＳＬ、ケーブルモデム、等）、又は両方の組み合わ
せを含むことができる。記憶デバイス３６からの符号化された映像データの送信は、スト
リーミング送信、ダウンロード送信、又は両方の組み合わせであることができる。
【００４３】
［００５０］本開示の技法は、無線の用途またはセッティングには必ずしも限定されない
。それらの技法は、映像コーディングに適用することができ、様々なマルチメディア用途
、例えば、オーバー・ザ・エアテレビ放送、ケーブルテレビ送信、衛星テレビ送信、例え
ば、インターネットを介してのストリーミング映像送信、データ記憶媒体への格納のため
のデジタル映像の符号化、データ記憶媒体に格納されたデジタル映像の復号、又はその他
の用途をサポートする。幾つかの例では、システム１０は、映像ストリーミング、映像再
生、映像放送、及び／又は映像テレフォニー、等の用途をサポートするために１方向又は
２方向の映像送信をサポートするように構成することができる。
【００４４】
［００５１］図１の例では、ソースデバイス１２は、映像ソース１８と、映像符号器２０
と、出力インタフェース２２と、を含む。幾つかの場合は、出力インタフェース２２は、
変調器／復調器（モデム）及び／又は送信機を含むことができる。ソースデバイス１２に
おいて、映像ソース１８は、ソース、例えば、映像キャプチャデバイス、を含むことがで
きる。例えば、ビデオカメラ、以前にキャプチャされた映像が入った映像アーカイブ、映
像コンテンツプロバイダからの映像を受信するための映像フィードインタフェース、及び
／又は、コンピュータグラフィックスデータをソース映像として生成するためのコンピュ
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ータグラフィックスシステム、又は該ソースの組み合わせ、を含むことができる。一例と
して、映像ソース１８がビデオカメラである場合は、ソースデバイス１２及び行先デバイ
ス１４は、いわゆるカメラフォン又はビデオフォンであることができる。しかしながら、
本開示において説明される技法は、映像コーディング全般に適用可能であり、無線及び／
又は有線用途に適用することができる。
【００４５】
［００５２］映像符号器２０は、キャプチャされた、予めキャプチャされた、又はコンピ
ュータによって生成された映像を符号化することができる。符号化された映像データは、
ソースデバイス１２の出力インタフェース２２を介して行先デバイス１４に直接送信する
ことができる。代替として、符号化された映像データは、復号及び／又は再生のために行
先デバイス１４又はその他のデバイスによってのちにアクセスするために記憶媒体３６に
格納することもできる。その他の例では、これらの両方とも実行することができる。
【００４６】
［００５３］行先デバイス１４は、入力インタフェース２８と、映像復号器３０と、表示
装置３２と、を含む。幾つかの場合は、入力インタフェース２８は、受信機及び／又はモ
デムを含むことができる。行先デバイス１４の入力インタフェース２８は、リンク１６を
通じて符号化された映像データを受信する。符号化された映像データは、リンク１６を通
じて通信されるか、又は記憶デバイス３６で提供され、映像データを復号する際の映像復
号器、例えば、映像復号器３０、による使用のために映像符号器２０によって生成された
様々な構文要素を含むことができる。該構文要素は、通信媒体で送信された符号化された
映像データとともに含めること、記憶媒体に格納すること、又はファイルサーバに格納す
ることができる。
【００４７】
［００５４］一例では、映像復号器３０又はその他のデバイスは、外部のインディケーシ
ョンを受信することができる。映像復号器３０は、外部のインディケーションに基づいて
クリーンランダムアクセス（ＣＲＡ）ピクチャをブロークンリンクアクセス（ＢＬＡ）ピ
クチャとして取り扱うことができる。幾つかの例では、外部のインディケーションは、映
像復号器においてフラグが設定されるべきかどうかを指示する。従って、映像復号器３０
は、外部のインディケーションに基づいてフラグを設定することができる。映像復号器３
０又は何らかの内部機能、例えば、外部インディケーション処理ユニット７２又は予測モ
ジュール８１、がフラグを検査することができる。一例では、予測モジュール８１は、フ
ラグに基づいてＣＲＡピクチャがＢＬＡピクチャとして取り扱わられるべきであることを
指示する外部のインディケーションに基づいてＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取
り扱うことができる。
【００４８】
［００５５］他の例では、映像復号器３０又は他のデバイスは、フラグが設定されるべき
であることを指示する外部のインディケーションを受信することができる。次に、映像復
号器３０又は他のデバイスは、外部のインディケーションに基づいてフラグを設定するこ
とができる。次に、復号器３０がフラグを検査することができる。フラグが設定されてい
るときに、映像復号器３０は、ＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取り扱う。
【００４９】
［００５６］表示装置３２は、行先デバイス１４と一体化することができ又は外部に存在
することができる。幾つかの例では、行先デバイス１４は、一体化された表示装置を含む
ことができ及び外部の表示装置とインタフェースするように構成することもできる。その
他の例では、行先デバイス１４は、表示装置であることができる。概して、表示装置３２
は、復号された映像データをユーザに表示し、様々な表示装置、例えば、液晶ディスプレ
イ（ＬＣＤ）、プラズマディスプレイ、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイ、
又は他のタイプの表示装置、のうちのいずれかを備えることができる。
【００５０】
［００５７］映像符号器２０及び映像復号器３０は、映像圧縮規格、例えば、現在策定中
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の高効率映像コーディング（ＨＥＶＣ）規格、により動作することができ、及び、ＨＥＶ
Ｃテストモデル（ＨＭ）に準拠することができる。２０１２年６月２７日現在において、
ＨＥＶＣの最近のドラフトを、http://wg11.sc29.org/jct/doc_end_user/current_docume
nt.php?id=5885/JCTVC-I1003-v5から入手可能であり、ここにおける引用によってその内
容全体が組み入れられている。代替として、映像符号器２０及び映像復号器３０は、その
他の独占規格又は工業規格、例えば、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４規格、代替でＭＰＥＧ－４
、Ｐａｒｔ１０、Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ（ＡＶＣ）と呼ばれる、
又は該規格の拡張版により動作することができる。しかしながら、本開示の技法は、いず
れの特定のコーディング規格又は技法にも制限されない。映像圧縮規格のその他の例は、
ＭＰＥＧ－２、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６３、及びオープンの形式、例えば、ＶＰ８、を含む
。
【００５１】
［００５８］図１には示されていないが、幾つかの態様では、映像符号器２０及び映像復
号器３０は、各々、音声符号器及び復号器と一体化することができ、及び、共通のデータ
ストリーム又は別々のデータストリーム内の音声及び映像の両方の符号化を取り扱うため
の該当するＭＵＸ－ＤＥＭＵＸユニット、又はその他のハードウェア及びソフトウェアを
含むことができる。該当する場合は、幾つかの例では、ＭＵＸ－ＤＥＭＵＸユニットは、
ＩＴＵ　Ｈ．２２３マルチプレクサプロトコル、又はその他のプロトコル、例えば、ユー
ザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）に準拠することができる。
【００５２】
［００５９］映像符号器２０及び映像復号器３０は、各々、様々な適切な符号器回路、例
えば、１つ以上のマイクロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向
け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、ディス
クリートロジック、ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア又はそれらのあらゆる
組み合わせのうちのいずれかとして実装することができる。技法がソフトウェア内におい
て部分的に実装されるときには、デバイスは、ソフトウェアに関する命令を適切な、非一
時的なコンピュータによって読み取り可能な記憶媒体に格納することができ及び本開示の
技法を実行するために１つ以上のプロセッサを用いてハードウェア内で命令を実行するこ
とができる。映像符号器２０及び映像復号器３０の各々は、１つ以上の符号器又は復号器
に含めることができ、それらのいずれも、各々のデバイスにおいて結合された符号器／復
号器（ＣＯＤＥＣ）の一部として一体化することができる。
【００５３】
［００６０］ＪＣＴ－ＶＣは、ＨＥＶＣ規格の策定作業中である。ＨＥＶＣ標準化努力は
、ＨＥＶＣテストモデル（ＨＭ）と呼ばれる映像コーディングデバイスの進化中のモデル
に基づく。ＨＭは、例えば、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４／ＡＶＣによる既存のデバイスと比
較して幾つかの追加の映像コーディングデバイス能力を仮定している。例えば、Ｈ．２６
４は、９つのイントラ予測符号化モードを提供する一方で、ＨＭは、３３ものイントラ予
測符号化モードを提供することができる。
【００５４】
［００６１］概して、ＨＭのワーキングモデルでは、映像フレーム又はピクチャは、コー
ディングツリーブロックのシーケンス又はルマサンプルとクロマサンプルの両方を含む最
大コーディングユニット（ＬＣＵ）に分割することができると記述している。ツリーブロ
ックは、Ｈ．２６４規格のマクロブロックと同様の目的を有することができる。スライス
は、コーディング順序で連続する幾つかのツリーブロックを含む。映像フレーム又はピク
チャは、１つ以上のスライスに分割することができる。各ツリーブロックは、四分木によ
りコーディングユニット（ＣＵ）に分割することができる。例えば、ツリーブロックは、
四分木のルートノードとして、４つの子ノードに分割することができ、各子ノードは、親
ノードであることができ、他の４つの子ノードに分割することができる。最終的な、分割
されない子ノードは、四分木の葉ノードとして、コーディングノード、すなわち、コーデ
ィングされた映像ブロックを備える。コーディングされたビットストリームと関連付けら
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れた構文データは、ツリーブロックを分割することができる最大回数を定義することがで
き、及び、コーディングノードの最小サイズを定義することもできる。
【００５５】
［００６２］ＣＵは、コーディングノードと、そのコーディングノードと関連付けられた
予測ユニット（ＰＵ）及び変換ユニット（Ｕ）を含む。ＣＵのサイズは、コーディングノ
ードのサイズに対応し、形状は正方形でなければならない。ＣＵのサイズは、８×８ピク
セルからツリーブロックのサイズまでの範囲であることができ、最大サイズは６４×６４
ピクセル以上である。各ＣＵには、１つ以上のＰＵ及び１つ以上のＴＵが入っている。Ｃ
Ｕと関連付けられた構文データは、例えば、１つ以上のＰＵへのＣＵの分割を記述するこ
とができる。分割モードは、ＣＵがスキップ又は直接モード符号化されるか、イントラ予
測モード符号化されるか、又はインター予測モード符号化されるかの間で異なることがで
きる。ＰＵは、形状が非正方形に分割することができる。ＣＵと関連付けられた構文デー
タは、例えば、四分木による１つ以上のＴＵへのＣＵの分割も記述することができる。Ｔ
Ｕの形状は、正方形であっても非正方形であってもよい。
【００５６】
［００６３］ＨＥＶＣ規格は、ＴＵによる変形を考慮しており、異なるＣＵごとに異なる
ことができる。ＴＵは、典型的には、分割されたＬＣＵに関して定義される所定のＣＵ内
のＰＵのサイズに基づいてサイズが設定されるが、常にそうであるわけではない。ＴＵは
、典型的には、ＰＵと同じサイズであるか又はそれよりも小さい。幾つかの例では、ＣＵ
に対応する残差サンプルは、“残差四分木（ＲＱＴ）”と呼ばれる四分木構造を用いてよ
り小さいユニットに細分割することができる。ＲＱＴの葉ノードは、変換ユニット（ＴＵ
）と呼ぶことができる。ＴＵと関連付けられたピクセル差分値は、変換係数を生成するた
めに変換することができ、それらは量子化することができる。
【００５７】
［００６４］概して、ＰＵは、予測プロセスに関連するデータを含む。例えば、ＰＵがイ
ントラモード符号化されるときには、ＰＵは、ＰＵに関するイントラ予測モードを記述す
るデータを含むことができる。他の例として、ＰＵがインターモード符号化されるときに
は、ＰＵは、ＰＵに関する動きベクトルを定義するデータを含むことができる。ＰＵに関
する動きベクトルを定義するデータは、例えば、動きベクトルの水平成分、動きベクトル
の垂直成分、動きベクトルに関する分解能（例えば、１／４ピクセル精度又は１／８ピク
セル精度）、動きベクトルが指し示す基準ピクチャ、及び／又は動きベクトルに関する基
準ピクチャリスト（例えば、リスト０、リスト１、又はリストＣ）を記述することができ
る。
【００５８】
［００６５］概して、ＴＵは、変換プロセス及び量子化プロセスのために使用される。１
つ以上のＰＵを有する所定のＣＵは、１つ以上の変換ユニット（ＴＵ）も含むことができ
る。予測後、映像符号器２０は、ＰＵに対応する残差値を計算することができる。残差値
は、ピクセル差分値を備え、それらは、エントロピーコーディングのためのシリアライズ
された（ｓｅｒｉａｌｉｚｅｄ）変換係数を生成するために変換係数に変換し、量子化し
、及びＴＵを用いて走査することができる。本開示は、典型的に、ＣＵのコーディングノ
ードを意味するために用語“映像ブロック”を使用する。幾つかの特定の事例では、本開
示は、コーディングノード、ＰＵ及びＴＵを含むツリーブロック、すなわち、ＬＣＵ、又
はＣＵを意味するために用語“映像ブロック”を使用することもある。
【００５９】
［００６６］映像シーケンスは、典型的には、一連の映像フレーム又はピクチャを含む。
ピクチャのグループ（ＧＯＰ）は、概して、映像ピクチャのうちの一連の１つ以上を備え
る。ＧＯＰは、ＧＯＰ内に含まれるピクチャ数を記述する構文データをＧＯＰのヘッダ、
１つ以上のピクチャのヘッダ、又はその他の場所において含むことができる。ピクチャの
各スライスは、各々のスライスに関する符号化モードを記述するスライス構文データを含
むことができる。映像符号器２０は、典型的には、映像データを符号化するために個々の
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映像スライス内の映像ブロックに対して動作する。映像ブロックは、ＣＵ内のコーディン
グノードに対応することができる。映像ブロックは、固定された又は可変のサイズを有す
ることができ、及び、指定されたコーディング規格によりサイズが異なることができる。
【００６０】
［００６７］一例として、ＨＭは、様々なＰＵサイズの予測をサポートする。特定のＣＵ
のサイズが２Ｎ×２Ｎであると仮定すると、ＨＭは、２Ｎ×２Ｎ又はＮ×ＮのＰＵサイズ
でのイントラ予測、及び２Ｎ×２Ｎ、２Ｎ×Ｎ、Ｎ×２Ｎ、又はＮ×Ｎの対称的ＰＵサイ
ズでのインター予測をサポートする。ＨＭは、２Ｎ×ｎＵ、２Ｎ×ｎＤ、ｎＬ×２Ｎ、及
びｎＲ×２ＮのＰＵサイズでのインター予測に関する非対称的な分割もサポートする。非
対称的な分割では、ＣＵの１方の方向が分割されず、他方の方向が２５％及び７５％に分
割される。２５％の分割に対応するＣＵの部分は、“ｎ”によって示され、“上（Ｕｐ）
”、“下（Ｄｏｗｎ）”、“左（Ｌｅｆｔ）”、又は“右（Ｒｉｇｈｔ）”の表示文字に
よって後続される。従って、例えば、“２Ｎ×ｎＵ”は、水平に分割され、最上部が２Ｎ
×０．５Ｎ　ＰＵ、最下部が２Ｎ×１．５Ｎ　ＰＵである２Ｎ×２Ｎ　ＣＵを意味する。
【００６１】
［００６８］本開示においては、“Ｎ×Ｎ”及び“Ｎ　ｂｙ　Ｎ”は、垂直及び水平の寸
法に関するブロックのピクチャ寸法を意味するために互換可能な形で使用することができ
、例えば、１６×１６ピクセル又は１６　ｂｙ　１６ピクセル。概して、１６×１６ブロ
ックは、垂直方向に１６ピクセル（ｙ＝１６）及び水平方向に１６ピクセル（ｘ＝１６）
を有することになる。同様に、Ｎ×Ｎブロックは、概して、垂直方向にＮのピクセル及び
水平方向にＮのピクセルを有し、ここで、Ｎは、負でない整数値を表す。ブロック内のピ
クセルは、行及び列で配列することができる。さらに、ブロックは、水平方向と垂直方向
で必ずしも同じピクセル数を有する必要がない。例えば、ブロックは、Ｎ×Ｍピクセルを
備えることができ、ここで、Ｍは必ずしもＮと等しくない。
【００６２】
［００６９］ＣＵのＰＵを用いたイントラ予測又はインター予測コーディングに引き続き
、映像符号器２０は、ＣＵのＴＵに関する残差データを計算することができる。ＰＵは、
空間領域（ピクセル領域とも呼ばれる）においてピクセルデータを備えることができ、及
び、ＴＵは、変換、例えば、離散コサイン変換（ＤＣＴ）、整数変換、ウェーブレット変
換、又は概念的に類似する変換を残差映像データに適用後に変換領域において係数を備え
ることができる。残差データは、符号化されないピクチャのピクセルとＰＵに対応する予
測値との間のピクセル差分に対応することができる。映像符号器２０は、ＣＵに関する残
差データを含むＴＵを形成することができ、次に、ＣＵに関する変換係数を生成するため
にＴＵを変換することができる。
【００６３】
［００７０］変換係数を生成するための変換に引き続き、映像符号器２０は、それらの変
換係数の量子化を行うことができる。量子化は、概して、係数を表すために使用されるデ
ータ量を低減させ、さらなる圧縮を提供するために変換係数が量子化されるプロセスを意
味する。量子化プロセスは、係数の一部又は全部と関連付けられたビット深度を低減させ
ることができる。例えば、量子化中にｎビット値が切り捨てられてｍビット値になり、こ
こで、ｎはｍよりも大きい。
【００６４】
［００７１］幾つかの例では、映像符号器２０は、エントロピー符号化することができる
シリアライズされたベクトルを生成するために量子化された変換係数を走査するために予
め定義された走査順序を利用することができる。その他の例では、映像符号器２０は、適
応型走査を行うことができる。一次元ベクトルを形成するために量子化された変換係数を
走査後は、映像符号器２０は、例えば、コンテキスト適応型可変長コーディング（ＣＡＶ
ＬＣ）、コンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）、構文に基づくコ
ンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＳＢＡＣ）、確率間隔パーティショニング
エントロピー（ＰＩＰＥ）コーディング又は他のエントロピー符号化法により一次元ベク
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トルをエントロピー符号化することができる。映像符号器２０は、映像データを復号する
際に映像復号器３０によって使用するための符号化された映像データと関連付けられた構
文要素もエントロピー符号化することができる。
【００６５】
［００７２］ＣＡＢＡＣを行うために、映像符号器２０は、コンテキストモデル内のコン
テキストを送信されるべきシンボルに割り当てることができる。コンテキストは、例えば
、シンボルの近隣値がゼロでないかどうかに関連することができる。ＣＡＶＬＣを行うた
めに、映像符号器２０は、送信されるべきシンボルに関する可変長コードを選択すること
ができる。ＶＬＣにおけるコードワードは、相対的により短いコードがより確率の高いシ
ンボルに対応し、より長いコードがより確率の低いシンボルに対応するような形で構築す
ることができる。このように、ＶＬＣの使用は、例えば、送信されるべき各シンボルに関
して等しい長さのコードワードを使用することと比較してビットの節約を達成することが
できる。確率決定は、シンボルに割り当てられたコンテキストに基づくことができる。
【００６６】
［００７３］本開示により、ソースデバイス１２（又はおそらく図１に示されていない他
の中間的なデバイス）は、行先デバイス１４において受信されたＣＲＡピクチャをＢＬＡ
ピクチャとして取り扱うことを行先デバイス１４に行わせる外部のインディケーション３
４を行先デバイス１４に提供することができる。例えば、ソースデバイス１２（又はおそ
らく図１に示されていない他の中間的なデバイス）は、ユーザによって変更が行われてい
る（例えば、異なる解像度又は品質の映像の要求、又は切断されたリンクが生じることが
ある）と決定することができる。例えば、解像度の変更又は切断リンクが生じた場合は、
これは、受信デバイスに格納されている以前のピクチャ情報が入って来たビットストリー
ムを復号する上で有効でないことがあるため、ＣＲＡピクチャはＢＬＡピクチャとして取
り扱われるべきであることを意味する。
【００６７】
［００７４］図２は、本開示において説明される技法を実装することができる映像符号器
例２０を示したブロック図である。上述されるように、ここにおいて説明される技法は、
概して、行先デバイス１４において受信された外部のインディケーションに基づいてＣＲ
ＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取り扱うことに関するものである。しかしながら、幾
つかの例では、ソースデバイス１２又は他のネットワークデバイス、例えば、ＭＡＮＥ、
は、行先デバイス１４において受信されたＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取り扱
うことを行先デバイス１４に行わせる外部のインディケーションを行先デバイス１４に提
供することができる。
【００６８】
［００７５］映像符号器２０は、映像スライス内において映像ブロックのイントラコーデ
ィング及びインターコーディングを行うことができる。イントラコーディングは、所定の
映像フレーム又はピクチャ内の映像の空間的冗長性を低減させる又は除去するために空間
予測に依存する。インターコーディングは、映像シーケンスの隣接するフレーム又はピク
チャ内の映像の時間的冗長性を低減させる又は除去するために時間予測に依存する。イン
トラモード（Ｉモード（登録商標））は、幾つかの空間に基づく圧縮モードのうちのいず
れかを意味することができる。インターモード、例えば、単方向予測（Ｐモード）又は両
方向予測（Ｂモード）は、幾つかの時間に基づく圧縮モードのうちのいずれかを意味する
ことができる。
【００６９】
［００７６］図２の例において、映像符号器２０は、分割モジュール３５と、予測モジュ
ール４１と、フィルタモジュール６３と、基準ピクチャメモリ６４と、加算器５０と、変
換モジュール５２と、量子化モジュール５４と、エントロピー符号化モジュール５６と、
を含む。予測モジュール４１は、動き推定モジュール４２と、動き補償モジュール４４と
、イントラ予測モジュール４６と、を含む。映像ブロック再構築に関して、映像符号器２
０は、逆量子化モジュール５８、逆変換モジュール６０、及び加算器６２も含む。フィル
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タモジュール６３は、１つ以上のループフィルタ、例えば、デブロッキングフィルタ、ア
ダプティブループフィルタ（ＡＬＦ）、及びサンプルアダプティブオフセット（ＳＡＯ）
フィルタ、を表すことが意図される。図２では、フィルタモジュール６３は、インループ
フィルタとして示されているが、その他の構成では、フィルタモジュール６３は、ポスト
ループフィルタとして実装することができる。
【００７０】
［００７７］ソースデバイス１２又は他のネットワークデバイス、例えば、ＭＡＮＥ、は
、行先デバイス１４において受信されたＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取り扱う
ことを行先デバイス１４に行わせる外部のインディケーション３４を行先デバイス１４に
提供することができる。例えば、外部のインディケーション３４は、概して行先デバイス
１４の外部に存在し、概してビットストリームの一部として送信されず、予測モジュール
４１によって生成することができ、それは、ビットストリームの状態に関連するインディ
ケーションへのアクセスを有することができる。しかしながら、これは一例であるにすぎ
ず、ソースデバイス１２内、又はソースデバイス１２の外部のその他のデバイス内のその
他のユニット又はモジュールも、外部のインディケーションを生成することができる。
【００７１】
［００７８］図２に示されるように、映像符号器２０は、映像データを受信し、分割モジ
ュール３５は、データを映像ブロックに分割する。この分割は、スライス、タイル、又は
その他のより大きいユニットへの分割、及び、ＬＣＵ及びＣＵの四分木構造による映像ブ
ロック分割、を含むこともできる。映像符号器２０は、概して、符号化されるべき映像ス
ライス内の映像ブロックを符号化するコンポーネントを例示する。スライスは、複数の映
像ブロック（及びおそらくタイルと呼ばれる映像ブロックの組）に分割することができる
。予測モジュール４１は、誤り結果（例えば、コーディングレート及び歪みのレベル）に
基づいて現在の映像ブロックに関する複数の可能なコーディングモードのうちの１つ、例
えば、複数のイントラコーディングモードのうちの１つ又は複数のインターコーディング
モードのうちの１つ、を選択することができる。予測モジュール４１は、結果的に得られ
たイントラ又はインターコーディングされたブロックを、残差ブロックデータを生成する
ために加算器５０に及び基準ピクチャとしての使用ための符号化されたブロックを再構築
するために加算器６２に提供することができる。
【００７２】
［００７９］予測モジュール４１内のイントラ予測モジュール４６は、空間的圧縮を提供
するためにコーディングされるべき現在のブロックと同じフレーム又はスライス内の１つ
以上の近隣ブロックに関して現在の映像ブロックのイントラ予測コーディングを行うこと
ができる。予測モジュール４１内の動き推定モジュール４２及び動き補償モジュール４４
は、時間的圧縮を提供するために１つ以上の基準ピクチャ内の１つ以上の予測ブロックに
関して現在の映像ブロックのインター予測コーディングを行う。
【００７３】
［００８０］動き推定モジュール４２は、映像シーケンスに関する予め決定されたパター
ンに従って映像スライスに関するインター予測モードを決定するように構成することがで
きる。予め決定されたパターンは、シーケンス内の映像スライスをＰスライス、Ｂスライ
ス又はＧＰＢスライスとして指定することができる。動き推定モジュール４２及び動き補
償モジュール４４は、高度に一体化することができるが、概念上の目的のために別々に示
されている。動き推定は、動き推定モジュール４２によって行われ、映像ブロックに関す
る動きを推定する動きベクトルを生成するプロセスである。動きベクトルは、例えば、基
準ピクチャ内の予測ブロックに対する現在の映像フレーム又はピクチャ内の映像ブロック
のＰＵの変位を示すことができる。
【００７４】
［００８１］予測ブロックは、ピクセル差分の点でコーディングされるべき映像ブロック
のＰＵに密接にマッチングすることが判明しているブロックであり、差分絶対値和（ＳＡ
Ｄ）、差分二乗和（ＳＳＤ）、又はその他の差分メトリックによって決定することができ
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る。幾つかの例では、映像符号器２０は、基準ピクチャメモリ６４に格納された基準ピク
チャの整数未満のピクセル位置に関する値を計算することができる。例えば、映像符号器
２０は、基準ピクチャの１／４ピクセル位置、１／８ピクセル位置、又はその他の分数の
ピクセル位置の値を内挿することができる。従って、動き推定モジュール４２は、完全ピ
クセル位置及び分数ピクセル位置に関する動き探索を行い、分数のピクセル精度を有する
動きベクトルを出力することができる。
【００７５】
［００８２］動き推定モジュール４２は、インターコーディングされたスライス内の映像
ブロックのＰＵの位置を基準ピクチャの予測ブロックの位置と比較することによってその
ＰＵに関する動きベクトルを計算する。基準ピクチャは、第１の基準ピクチャリスト（リ
スト０）又は２の基準ピクチャリスト（リスト１）から選択することができ、それらの各
々は、基準ピクチャメモリ６４に格納された１つ以上の基準ピクチャを識別する。動き推
定モジュール４２は、計算された動きベクトルをエントロピー符号化モジュール５６及び
動き補償モジュール４４に送信する。
【００７６】
［００８３］動き補償は、動き補償モジュール４４によって行われ、動き推定によって決
定された動きベクトルに基づいて予測ブロックをフェッチ又は生成し、サブピクチャ精度
で内挿を行うことを含む。現在の映像ブロックのＰＵに関する動きベクトルを受信した時
点で、動き補償モジュール４４は、基準ピクチャリストのうちの１つにおいて動きベクト
ルが指し示す予測ブロックの位置を突き止めることができる。映像符号器２０は、コーデ
ィング中の現在の映像ブロックのピクセル値から予測ブロックのピクチャ値を減じること
によって残差映像ブロックを形成し、ピクセル差分値を形成する。ピクセル残差値は、ブ
ロックに関する残差データを形成し、ルマ及びクロマ差分成分の両方を含むことができる
。加算器５０は、この減算動作を行うコンポーネント又はコンポーネント（複数）を表す
。動き補償モジュール４４は、映像スライスの映像ブロックを復号する際に映像復号器３
０によって使用するために映像ブロック及び映像スライスと関連付けられた構文要素を生
成することもできる。
【００７７】
［００８４］イントラ予測モジュール４６は、上述されるように、動き推定モジュール４
２及び動き補償モジュール４４によって行われるインター予測の代替として、現在のブロ
ックをイントラ予測することができる。特に、イントラ予測モジュール４６は、現在のブ
ロックを符号化するために使用すべきイントラ予測モードを決定することができる。幾つ
かの例では、イントラ予測モジュール４６は、例えば、別々の符号化パス（ｅｎｃｏｄｉ
ｎｇ　ｐａｓｓ）中に、様々なイントラ予測モードを用いて現在のブロックを符号化する
ことができ、及び、イントラ予測モジュール４６（又は、幾つかの例では、モード選択モ
ジュール４０）は、使用すべき適当なイントラ予測モードを試験されたモードから選択す
ることができる。例えば、イントラ予測モジュール４６は、様々な試験されたイントラ予
測モードに関するレート－歪み解析を用いてレート－歪み値を計算すること、及び、試験
されたモードの中で最良のレート－歪み特性を有するイントラ予測モードを選択すること
ができる。レート－歪み解析は、概して、符号化されたブロックを生成するために符号化
されたブロックとオリジナルの符号化されないブロックとの間の歪み（又は誤り）の量、
及び符号化されたブロックを生成するために使用されるビットレート（すなわち、ビット
数）を決定する。イントラ予測モジュール４６は、いずれのイントラ予測モードがブロッ
クに関する最良のレート－歪み値を呈するかを決定するために様々な符号化されたブロッ
クに関する歪み及びレートから比率を計算することができる。
【００７８】
［００８５］いずれの場合も、ブロックに関するイントラ予測モードを選択後は、イント
ラ予測モジュール４６は、ブロックに関する選択されたイントラ予測モードを示す情報を
エントロピーコーディングモジュール５６に提供することができる。エントロピーコーデ
ィングモジュール５６は、本開示の技法により選択されたイントラ予測モードを示す情報
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を符号化することができる。映像符号器２０は、送信されたビットストリーム内に構成デ
ータを含めることができる。構成データは、複数のイントラ予測モードインデックステー
ブル及び複数の修正されたイントラ予測モードインデックステーブル（コードワードマッ
ピングテーブルとも呼ばれる）、様々なブロックに関するコンテキクストを符号化する定
義、最も可能性の高いイントラ予測モードのインディケーション、イントラ予測モードイ
ンデックステーブル、及び各コンテキストに関して使用すべき修正されたイントラ予測モ
ードインデックステーブルを含むことができる。
【００７９】
［００８６］予測モジュール４１がインター予測又はイントラ予測のいずれかを介して現
在の映像ブロックに関する予測ブロックを生成後は、映像符号器２０は、現在の映像ブロ
ックから予測ブロックを減じることによって残差映像ブロックを形成する。残差ブロック
内の残差映像データは、１つ以上のＴＵ内に含めることができ及び変換モジュール５２に
適用することができる。変換モジュール５２は、変換、例えば、離散コサイン変換（ＤＣ
Ｔ）又は概念的に類似の変換、を用いて残差映像データを残差変換係数に変換する。変換
モジュール５２は、残差映像データをピクセル領域から変換領域、例えば、周波数領域、
に変換することができる。
【００８０】
［００８７］変換モジュール５２は、その結果得られた変換係数を量子化モジュール５４
に送信することができる。量子化モジュール５４は、ビットレートをさらに低減させるた
めに変換係数を量子化する。量子化プロセスは、係数の一部又は全部と関連付けられたビ
ット深度を低減させることができる。量子化度は、量子化パラメータを調整することによ
って変更することができる。幾つかの例では、量子化モジュール５４は、量子化された変
換係数を含む行列の走査を行うことができる。代替として、エントロピー符号化モジュー
ル５６は、走査を行うことができる。
【００８１】
［００８８］量子化に引き続き、エントロピー符号化モジュール５６は、量子化された変
換係数をエントロピー符号化する。例えば、エントロピー符号化モジュール５６は、コン
テキスト適応型可変長コーディング（ＣＡＶＬＣ）、コンテキスト適応型バイナリ算術コ
ーディング（ＣＡＢＡＣ）、構文に基づくコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング
（ＳＢＡＣ）、確率間隔分割エントロピー（ＰＩＰＥ）コーディング、又はその他のエン
トロピー符号化法又は技法を実行することができる。エントロピー符号化モジュール５６
によるエントロピー符号化に引き続き、符号化されたビットストリームは、映像復号器３
０に送信すること、又は、映像復号器３０によるのちの送信又は取り出しのためにアーカ
イブに保存することができる。エントロピー符号化モジュール５６は、コーディング中の
現在の映像スライスに関する動きベクトル及びその他の構文要素をエントロピー符号化す
ることもできる。
【００８２】
［００８９］逆量子化モジュール５８及び逆変換モジュール６０は、基準ピクチャの基準
ブロックとしてののちの使用のためにピクセル領域において残差ブロックを再構築するた
めに逆量子化及び逆変換をそれぞれ適用する。動き補償モジュール４４は、基準ピクチャ
リストのうちの１つ内の基準ピクチャのうちの１つの予測ブロックに残差ブロックを加え
ることによって基準ブロックを計算することができる。動き補償モジュール４４は、動き
推定における使用のために整数未満のピクセル値を計算するために１つ以上の内挿フィル
タを再構築された残差ブロックに適用することもできる。加算器６２は、基準ピクチャメ
モリ６４での格納のための基準ブロックを生成するために動き補償モジュール４４によっ
て生成された動き補償された予測ブロックに再構築された残差ブロックを加える。基準ブ
ロックは、後続する映像フレーム又はピクチャ内のブロックをインター予測するための基
準ブロックとして動き推定モジュール４２及び動き補償モジュール４４によって使用する
ことができる。
【００８３】
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［００９０］図２の映像符号器２０は、ここにおいて説明されるように、クリーンランダ
ムアクセス（ＣＲＡ）ピクチャがブロークンリンクアクセス（ＢＲＡ）ピクチャとして取
り扱われるべきであることをシグナリングするように構成することができる映像符号器の
例を表す。
【００８４】
［００９１］図３は、ネットワークエンティティ２９、例えば、ＭＡＮＥ又は何らかのそ
の他の外部デバイス（示されていない）によって生成することができる外部のインディケ
ーション７０に基づいてＣＲＡをＢＬＡとして取り扱うことに概して関する本開示の技法
を実装することができる映像復号器例３０を示したブロック図である。一例では、映像復
号器３０は、フラグ７４が設定されるべきであることを指示する外部のインディケーショ
ン７０を受信する。外部のインディケーション７０は、映像復号器３０によって受信され
る。その他の例では、外部のインディケーション７０は、映像復号器３０の外部で受信及
び処理することができる。外部インディケーション処理ユニット７２は、外部のインディ
ケーションに基づいてフラグ７４を設定する。次に、フラグが予測モジュール８１に渡さ
れる。示される例では、外部インディケーション処理ユニット７２は、映像復号器３０の
外部に存在し及び別々であることができる。映像復号器３０において、予測モジュール（
８１）は、フラグを検査し、フラグが設定されているときには、１つのクリーンランダム
アクセス（ＣＲＡ）ピクチャをブロークンリンクアクセス（ＢＬＡ）ピクチャとして取り
扱う。
【００８５】
［００９２］幾つかの例では、フラグのデフォルト値は“０”であり、フラグの設定値は
“１”である。その他の例では、その逆も真であり、フラグのデフォルト値が“１”であ
り、フラグの設定値が“０”である。換言すると、フラグは、アクティブハイ（“１”）
又はアクティブロー（“０”）であることができる。
【００８６】
［００９３］幾つかの例では、コーディングされたスライスネットワーク抽象層（ＮＡＬ
）ユニットを復号するときに、第１のフラグが設定されている場合は、予測モジュール８
１は、ＮＡＬユニットのＮＡＬユニットタイプを変更することができる。コーディングさ
れたスライスネットワーク抽象層（ＮＡＬ）ユニットを復号するときに、第１のフラグが
設定されている場合は、予測モジュール８１は、第２のフラグの値を変更することができ
る。第２のフラグは、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓフラグであることが
できる。さらに、コーディングされたスライスネットワーク抽象層（ＮＡＬ）ユニットを
復号するときに、第１のフラグが設定されている場合は、予測モジュールは、第２のフラ
グの値を“１”に設定することができる。
【００８７】
［００９４］一例では、現在のピクチャがＣＲＡピクチャであるとき、及び、ＣＲＡピク
チャがＢＬＡピクチャとして取り扱われるべきであることを指示する変数を設定するため
に何らかの外部のインディケーションが入手可能であるときには（例えば、Ｈａｎｄｌｅ
ＣｒａＡｓＢｌａＦｌａｇ）、変数（例えば、ＨａｎｄｌｅＣｒａＡｓＢｌａＦｌａｇ）
は、外部の手段によって提供される値に設定することができる。その他の場合は、変数（
例えば、ＨａｎｄｌｅＣｒａＡｓＢｌａＦｌａｇ）の値は、ＣＲＡピクチャがＢＲＡピク
チャとして取り扱われるべきでないことを指示するために設定することができる。例えば
、ＣＲＡピクチャがＢＲＡピクチャとして取り扱われるべきであることを指示するために
ＨａｎｄｌｅＣｒａＡｓＢｌａＦｌａｇを“１”に設定し、及び、ＣＲＡピクチャがＢＲ
Ａピクチャとして取り扱われるべきでないことを指示するためにＨａｎｄｌｅＣｒａＡｓ
ＢｌａＦｌａｇを“０”に設定することができる。
【００８８】
［００９５］ここでは外部のインディケーションの幾つかの例が説明されるが、これらは
、包括的なリストであることは意図されないことが注目されるべきである。数多くの可能
な外部のインディケーションを使用可能である。
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【００８９】
［００９６］幾つかの例では、現在のピクチャがＣＲＡピクチャであり、ＣＲＡピクチャ
がＢＬＡピクチャとして取り扱われるべきであることを指示する変数（例えば、Ｈａｎｄ
ｌｅＣｒａＡｓＢｌａＦｌａｇ）が“１”に等しいときには、“１”は、ＣＲＡピクチャ
がＢＬＡピクチャとして取り扱われるべきであることを指示し、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ
_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇの値を“１”に設定することができ、及び、各々のコー
ディングされたスライスセグメントＮＡＬユニットに関する構文解析及び復号プロセス中
に次が適用される。
【００９０】
［００９７］一例では、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇは、復
号ピクチャバッファ内の以前に復号されたピクチャがＩＤＲ又はＢＬＡピクチャの復号後
にどのように取り扱われるかを指定する。一例では、ＩＤＲ又はＢＬＡピクチャがビット
ストリーム内の第１のピクチャであるときには、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐ
ｉｃｓ_ｆｌａｇの値は、復号プロセスに対して何の影響も有さない。ＩＤＲ又はＢＬＡ
ピクチャがビットストリーム内の第１のピクチャでなく、アクティブシーケンスパラメー
タセットから導き出されたｐｉｃ_ｗｉｄｔｈ_ｉｎ_ｌｕｍａ_ｓａｍｐｌｅｓ又はｐｉｃ
_ｈｅｉｇｈｔ_ｉｎ_ｌｕｍａ_ｓａｍｐｌｅｓ又はｓｐｓ_ｍａｘ_ｄｅｃ_ｐｉｃ_ｂｕｆ
ｆｅｒｉｎｇ［ｓｐｓ_ｍａｘ_ｍａｘ_ｔｅｍｐｏｒａｌ_ｌａｙｅｒｓ_ｍｉｎｕｓ１］
の値が、前ピクチャに関してアクティブなシーケンスパラメータセットから導き出された
ｐｉｃ_ｗｉｄｔｈ_ｉｎ_ｌｕｍａ_ｓａｍｐｌｅｓ又はｐｉｃ_ｈｅｉｇｈｔ_ｉｎ_ｌｕ
ｍａ_ｓａｍｐｌｅｓ又はｓｐｓ_ｍａｘ_ｄｅｃ_ｐｉｃ_ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｓｐｓ_ｍ
ａｘ_ｍａｘ_ｔｅｍｐｏｒａｌ_ｌａｙｅｒｓ_ｍｉｎｕｓ１］の値と異なるときには、ｎ
ｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇの実際値にかかわらず、“１”に
等しいｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇを復号器によって推論す
ることができる（ただし、すべきでない）。
【００９１】
［００９８］図３の例では、映像復号器３０は、エントロピー復号モジュール８０と、予
測モジュール８１と、逆量子化モジュール８６と、逆変換モジュール８８と、加算器９０
と、フィルタモジュール９１と、基準ピクチャメモリ９２と、を含む。予測モジュール８
１は、動き補償モジュール８２と、イントラ予測モジュール８４と、を含む。映像復号器
３０は、幾つかの例では、図２からの映像符号器２０に関して説明される符号化パスと概
して相互的な復号パスを行うことができる。
【００９２】
［００９９］復号プロセス中には、映像復号器３０は、符号化された映像スライスの映像
ブロックを表す符号化された映像ビットストリーム及び関連付けられた構文要素を映像符
号器２０から受信する。映像復号器３０は、符号化された映像ビットストリームをネット
ワークエンティティ２９から受信することができる。ネットワークエンティティ２９は、
例えば、上述される技法のうちの１つ以上を実装するように構成されたサーバ、ＭＡＮＥ
、映像エディタ／スプライサ、又はその他の該デバイスであることができる。上述される
ように、本開示において説明される技法の一部は、ネットワークエンティティ２９が符号
化された映像ビットストリームを映像復号器３０に送信する前にネットワークエンティテ
ィ２９によって実装することができる。幾つかの映像復号システムでは、ネットワークエ
ンティティ２９及び映像復号器３０は、別個のデバイスの一部であることができ、その他
の例では、ネットワークエンティティ２９に関して説明される機能は、映像復号器３０を
備える同じデバイスによって実行することができる。
【００９３】
［０１００］上述されるように、ＭＡＮＥであることができるネットワークデバイス、例
えば、ネットワークエンティティ２９、は、行先デバイス１４で受信されたＣＲＡピクチ
ャをＢＬＡピクチャとして取り扱うことを行先デバイス１４に行わせる外部のインディケ
ーション３４を行先デバイスに提供することができる。例えば、外部のインディケーショ
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ン３４は、概して行先デバイス１４の外部にあり、概してビットストリームの一部として
送信されず、予測モジュール４１によって生成することができ、それは、ビットストリー
ムの状態に関連するインディケーションへのアクセスを有することができる。しかしなが
ら、これは一例であるにすぎず、ソースデバイス１２内のその他のユニット又はモジュー
ル、又はソースデバイス１２の外部のその他のデバイスも外部のインディケーションを生
成することができる。
【００９４】
［０１０１］映像復号器３０のエントロピー復号モジュール８０は、量子化された係数、
動きベクトル、及びその他の構文要素を生成するためにビットストリームをエントロピー
復号する。エントロピー復号モジュール８０は、動きベクトル及びその他の構文要素を予
測モジュール８１に転送する。映像復号器３０は、映像スライスレベル及び／又は映像ブ
ロックレベルで構文要素を受信することができる。
【００９５】
［０１０２］映像スライスがイントラコーディングされた（Ｉ）スライスとしてコーディ
ングされるときには、予測モジュール８１のイントラ予測モジュール８４は、シグナリン
グされたイントラ予測モード及び現在のフレーム又はピクチャの以前に復号されたブロッ
クからのデータに基づいて現在の映像スライスの映像ブロックに関する予測データを生成
することができる。映像フレームがインターコーディングされた（すなわち、Ｂ、Ｐ又は
ＧＰＢ）スライスとしてコーディングされるときには、予測モジュール８１の動き補償モ
ジュール８２は、動きベクトル及びエントロピー復号モジュール８０から受信されたその
他の構文要素に基づいて現在の映像スライスの映像ブロックに関する予測ブロックを生成
する。予測ブロックは、基準ピクチャリストのうちの１つ内の基準ピクチャのうちの１つ
から生成することができる。映像復号器３０は、基準ピクチャメモリ９２に格納された基
準ピクチャに基づいてデフォルト構築技法を用いて基準フレームリスト、リスト０及びリ
スト１、を構築することができる。
【００９６】
［０１０３］動き補償モジュール８２は、動きベクトル及びその他の構文要素を構文解析
することによって現在の映像スライスの映像ブロックに関する予測情報を決定し、復号中
の現在の映像ブロックに関する予測ブロックを生成するために予測情報を使用する。例え
ば、動き補償モジュール８２は、映像スライス、インター予測スライスタイプ（例えば、
Ｂスライス、Ｐスライス、又はＧＰＢスライス）の映像ブロックをコーディングするため
に使用される予測モード（例えば、イントラ又はインター予測）を決定するために受信さ
れた構文要素の一部を使用することができる。さらに、動き補償モジュール８２は、スラ
イスに関する基準ピクチャリストのうちの１つ以上に関する構築情報、スライスの各々の
インター符号化された映像ブロックに関する動きベクトル、スライスの各々のインターコ
ーディングされた映像ブロックに関するインター予測状態、及び現在の映像スライス内の
映像ブロックを復号するためのその他の情報を使用することができる。
【００９７】
［０１０４］動き補償モジュール８２は、内挿フィルタに基づいて内挿を行うこともでき
る。動き補償モジュール８２は、基準ブロックの整数未満のピクチャに関する内挿値を計
算するために映像ブロックの符号化中に映像符号器２０によって使用される内挿フィルタ
を使用することができる。この場合は、動き補償モジュール８２は、受信された構文要素
から映像符号器２０によって使用される内挿フィルタを決定すること及び内挿フィルタを
使用することができる。
【００９８】
［０１０５］逆量子化モジュール８６は、ビットストリーム内で提供され、エントロピー
復号モジュール８０によって復号された量子化された変換係数を逆量子化する、すなわち
、量子化解除する。逆量子化プロセスは、量子化度、そして同様に、適用されるべき逆量
子化度、を決定するために映像スライス内の各映像ブロックに関して映像符号器２０によ
って計算された量子化パラメータを使用することを含むことができる。逆変換モジュール
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８８は、ピクセル領域において残差ブロックを生成するために逆変換、例えば、逆ＤＣＴ
、逆整数変換、又は概念的に類似する逆変換プロセスを変換係数に適用する。
【００９９】
［０１０６］動き補償モジュール８２が動きベクトル及びそのたの構文要素に基づいて現
在の映像ブロックに関する予測ブロックを生成した後は、映像復号器３０は、逆変換モジ
ュール８８からの残差ブロックを、動き補償モジュール８２によって生成された対応する
予測ブロックと加算することによって復号された映像ブロックを形成する。加算器９０は
、この加算動作を行うコンポーネント又はコンポーネント（複数）を表す。希望される場
合は、ピクセル遷移を平滑化するか、又は映像品質を向上するために（コーディングルー
プ内又はコーディングループ後の）ループフィルタを使用することもできる。フィルタモ
ジュール９１は、１つ以上のループフィルタ、例えば、デブロッキングフィルタ、アダプ
ティブループフィルタ（ＡＬＦ）、及びサンプルアダプティブオフセット（ＳＡＯ）フィ
ルタ、を表すことが意図される。図３では、フィルタモジュール９１は、インループフィ
ルタとして示されているが、その他の構成では、フィルタモジュール９１は、ポストルー
プフィルタとして実装することができる。所定のフレーム又はピクチャ内の復号された映
像ブロックは、基準ピクチャメモリ９２に格納され、それは、後続する動き補償のために
使用される基準ピクチャを格納する。基準ピクチャメモリ９２は、表示装置、例えば、図
１の表示装置３２、でののちの提示のために復号された映像も格納する。
【０１００】
［０１０７］図３の映像復号器３０は、ここにおいて説明されるように、１つのクリーン
ランダムアクセス（ＣＲＡ）ピクチャをブロークンリンクアクセス（ＢＲＡ）ピクチャと
して取り扱うように構成された映像復号器の例を表す。
【０１０１】
［０１０８］図４は、ネットワーク１００の一部を形成するデバイスの組例を示すブロッ
ク図である。この例では、ネットワーク１００は、ルーティングデバイス１０４Ａ、１０
４Ｂ（ルーティングデバイス１０４）と、トランスコーディングデバイス１０６と、を含
む。ルーティングデバイス１０４及びトランスコーディングデバイス１０６は、ネットワ
ーク１００の一部を形成することができる少数のデバイスを表すことが意図される。その
他のネットワークデバイス、例えば、スイッチ、ハブ、ゲートウェイ、ファイアウォール
、ブリッジ、及びその他の該デバイス、もネットワーク１００内に含めることができる。
さらに、サーバデバイス１０２とクライアントデバイス１０８との間のネットワーク経路
に沿って追加のネットワークデバイスを提供することができる。幾つかの例では、サーバ
デバイス１０２は、ソースデバイス１２（図１）に対応することができ、クライアントデ
バイス１０８は、行先デバイス１４（図１）に対応することができる。従って、サーバデ
バイス１０２は、概して、ＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取り扱う外部のインデ
ィケーションを受信しない。しかしながら、サーバ１０２は、行先デバイスにおいて受信
されたＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取り扱うことをクライアントデバイス１０
８に行わせる外部のインディケーション３４をクライアントデバイス１０８に提供するこ
とができる。同様に、ルーティングデバイス１０４Ａ、１０４Ｂ（ルーティングデバイス
１０４）及びトランスコーディングデバイス１０６は、概して、ＣＲＡをＢＬＡピクチャ
として取り扱うことの外部のインディケーションは受信しないが、行先デバイスにおいて
受信されたＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取り扱うことをクライアントデバイス
１０８に行わせる外部のインディケーション３４をクライアントデバイス１０８に提供す
ることができる。ここにおいて説明される幾つかの例は、次のもの、すなわち、ネットワ
ークデバイス、サーバ、ＭＡＮＥ、ハイパーテキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）キャッ
シュ、又はウェブプロキシのうちの１つ以上を含むことができる。
【０１０２】
［０１０９］幾つかの例では、クライアントデバイス１０８は、ビットストリームのビッ
トレートの変更が生じていることを示すメッセージを受信後にフラグを設定することがで
きる。従って、クライアントデバイスは、ビットレートの変更に基づいてフラグを設定す
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ることができる。幾つかの例では、クライアントデバイス１０８内の復号器は、コーディ
ングされたスライスＮＡＬユニットを復号することができる。クライアントデバイス１０
８内の復号器内の予測モジュールは、ＮＡＬユニットタイプを識別するために各々のコー
ディングされたスライスＮＡＬユニットを構文解析することができる。さらに、予測モジ
ュールは、ＮＡＬユニットタイプに基づいてコーディングされたスライスＮＡＬユニット
を復号することができる。
【０１０３】
［０１１０］概して、ルーティングデバイス１０４は、ネットワーク１００を通じてネッ
トワークデータをやり取りするために１つ以上のルーティングプロトコルを実装する。幾
つかの例では、ルーティングデバイス１０４は、プロキシ又はキャッシュ動作を行うよう
に構成することができる。従って、幾つかの例では、ルーティングデバイス１０４は、プ
ロキシデバイスと呼ぶことができる。概して、ルーティングデバイス１０４は、ネットワ
ーク１００を通じてルートを見つけるためにルーティングプロトコルを実行する。該ルー
ティングプロトコルを実行することによって、ルーティングデバイス１０４Ｂは、それ自
体からルーティングデバイス１０４Ａを介してサーバデバイス１０２までのネットワーク
ルートを見つけることができる。
【０１０４】
［０１１１］本開示の技法は、ネットワークデバイス、例えば、ルーティングデバイス１
０４及びトランスコーディングデバイス１０６、によって実装することができるが、クラ
イアントデバイス１０８によって実装することもできる。このように、ルーティングデバ
イス１０４、トランスコーディングデバイス１０６、及びクライアントデバイス１０８は
、本開示の技法を実行するように構成されたデバイスの例を代表し、本開示の請求項の部
分で述べられる技法を含む。さらに、図１のデバイス及び図２に示される符号器及び図３
に示される復号器も、本開示の技法を実行するように構成されたデバイスの例を代表し、
本開示の請求項の部分で述べられる技法を含む。
【０１０５】
［０１１２］図５は、本開示において説明される１つ以上の例による方法例を示したフロ
ーチャートである。一例では、映像復号器３０又はその他のデバイスは、外部のインディ
ケーションを受信する（５００）。次に、映像復号器３０は、外部のインディケーション
に基づいてクリーンランダムアクセス（ＣＲＡ）ピクチャをブロークンリンクアクセス（
ＢＬＡ）として取り扱う（５０２）。幾つかの例では、外部のインディケーションは、映
像復号器においてフラグが設定されるべきであるかどうかを指示する。従って、映像復号
器は、図６に関してより詳細に説明されるように、外部のインディケーションに基づいて
フラグを設定することができる。復号器又は何らかの内部機能、例えば、外部インディケ
ーション処理ユニット又は予測モジュールは、フラグを検査することができる。一例では
、予測モジュールは、フラグに基づいてＣＲＡピクチャがＢＬＡピクチャとして取り扱わ
れるべきであることを指示する外部のインディケーションに基づいてＣＲＡピクチャをＢ
ＬＡピクチャとして取り扱うことができる。
【０１０６】
［０１１３］図６は、本開示において説明される１つ以上の例による他の方法例を示した
フローチャートである。示される例では、映像復号器３０は、フラグ７４が設定されるべ
きであることを示す外部のインディケーション７０を受信する（６００）。示される例で
は、外部のインディケーション７０は、映像復号器３０によって受信される。その他の例
では、外部のインディケーション７０は、映像復号器３０の外部で受信及び処理すること
ができる。
【０１０７】
［０１１４］外部インディケーション処理ユニット７２は、外部のインディケーションに
基づいて第１のフラグ７４を設定する（６０２）。次に、第１のフラグは、予測モジュー
ル８１に渡される。示される例では、外部インディケーション処理ユニット７２は、映像
復号器３０内に存在する。その他の例では、外部インディケーション処理ユニット７２は



(28) JP 6092382 B2 2017.3.8

10

20

30

40

50

、映像復号器３０の外部に存在し、切り離すことができる。
【０１０８】
［０１１５］復号器３０において、予測モジュール８１は、フラグを検査し、フラグが設
定されているときには、クリーンランダムアクセス（ＣＲＡ）ピクチャをブロークンリン
クアクセス（ＢＬＡ）ピクチャとして取り扱う（６０４）。一例では、コーディングされ
たスライスネットワーク抽象化層（ＮＡＬ）ユニットを復号するときに、第１のフラグが
“１”に等しく、コーディングされたスライスＮＡＬユニットのＮＡＬユニットタイプが
ＣＲＡピクチャを指示する（例えば、ＨＥＶＣ　ＷＤ７に準じて値が“４”又は“５”に
等しい）場合は、外部インディケーション処理ユニット７２又は映像復号器３０内のその
他のユニットは、ＢＬＡピクチャを指示するためにＮＡＬユニットタイプの値を変更する
（例えば、ＨＥＶＣ　ＷＤ７に準じてＮＡＬユニットタイプの値を２だけ増加させる）。
さらに、予測モジュール８１は、第２のフラグの値を１に設定する。復号順序で前ピクチ
ャがＲＡＰピクチャであり、現在のスライスのｒａｐ_ｐｉｃ_ｉｄが前ピクチャのｒａｐ
_ｐｉｃ_ｉｄに等しい場合は、次が当てはまる。復号順序で次のピクチャがＲＡＰピクチ
ャでない場合は、現在のスライスのｒａｐ_ｐｉｃ_ｉｄの値を復号順序で前ピクチャのｒ
ａｐ_ｐｉｃ_ｉｄと異なるように変更する。その他の場合は、現在のスライスのｒａｐ_
ｐｉｃ_ｉｄの値は、復号順序で前ピクチャ及び次のピクチャの両方のｒａｐ_ｐｉｃ_ｉ
ｄと異なる値に変更される。
【０１０９】
［０１１６］他の例では、映像復号器３０において、予測モジュール８１又は映像復号器
３０内の他のユニットは、コーディングされたスライスＮＡＬユニットを復号する。第１
のフラグが“１”に等しく、コーディングされたスライスＮＡＬユニットのＮＡＬユニッ
トタイプがＣＲＡピクチャを指示する（例えば、ＨＥＶＣ　ＷＤ７に準じて値が“４”又
は“５”に等しい）場合は、予測モジュール（又はその他のユニット）は、ＢＬＡピクチ
ャを指示するためにＮＡＬユニットタイプの値を変更する（例えば、ＨＥＶＣ　ＷＤ７に
準じてＮＡＬユニットタイプの値を２だけ増加させる）。さらに、ピクチャタイミングＳ
ＥＩメッセージが存在しており、ＤＰＢ内のすべてのピクチャに関するＤＰＢ出力時間が
現在のピクチャのＤＰＢ出力時間より小さい場合は、予測モジュール８１又はその他のユ
ニットは、第２のフラグの値を１に設定する。他方、第２のフラグの値が“０”に設定さ
れている場合で、復号順序で前ピクチャがＲＡＰピクチャであり、現在のスライスのｒａ
ｐ_ｐｉｃ_ｉｄが前ピクチャのｒａｐ_ｐｉｃ_ｉｄに等しい場合は、次が当てはまる。復
号順序で次のピクチャがＲＡＰピクチャでない場合は、予測モジュール８１又はその他の
ユニットは、現在のスライスのｒａｐ_ｐｉｃ_ｉｄの値を復号順序で前ピクチャのｒａｐ
_ｐｉｃ_ｉｄと異なるように変更する。その他の場合は、予測モジュール又はその他のユ
ニットのｒａｐ_ｐｉｃ_ｉｄの値は、復号順序で前ピクチャ及び次のピクチャの両方のｒ
ａｐ_ｐｉｃ_ｉｄと異なる値に現在のピクチャを変更する。
【０１１０】
［０１１７］図７は、本開示において説明される１つ以上の例による方法例を示したフロ
ーチャートである。デバイス、例えば、ネットワークデバイス、例えば、ＭＡＮＥ、は、
ＣＲＡピクチャを含むビットストリームを受信する（７００）。ネットワークデバイスは
、ＣＲＡピクチャがＢＬＡピクチャとして取り扱われるべきであると決定する（７０２）
。例えば、ネットワークデバイスは、復号順序でＩＤＲ又はＢＬＡピクチャよりも前の復
号されたピクチャが出力及び／又は表示されずにＩＤＲ又はＢＬＡピクチャの復号後にす
べて廃棄されるときにより多くのピクチャの出力及び／又は表示を可能にするためにＣＲ
ＡピクチャがＢＬＡピクチャとして取り扱われるべきであると決定することができる。時
には、それらのピクチャをより多く表示することは、より良いユーザ経験を提供すること
ができる。従って、ネットワークデバイスは、ＣＲＡピクチャ及びＣＲＡピクチャがＢＬ
Ａピクチャに変換されるべきであることを指示する外部のインディケーションを送信する
（７０４）。
【０１１１】
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［０１１８］図８は、外部のインディケーションを送信する第１のデバイスの典型的な動
作及び外部インディケーションを受信する第２のデバイスの応答動作を示したフローチャ
ートである。ソースデバイス、例えば、ネットワークデバイス、例えば、ＭＡＮＥ、は、
ＣＲＡピクチャを含むビットストリームを受信する（８００）。ネットワークデバイスは
、ＣＲＡピクチャがＢＬＡピクチャとして取り扱われるべきであると決定する（８０２）
。従って、ネットワークデバイスは、ＣＲＡピクチャ及びＣＲＡピクチャがＢＬＡピクチ
ャに変換されるべきであることを指示する外部のインディケーションを送信する（８０４
）。映像復号器３０は、ＣＲＡピクチャ及びＣＲＡピクチャがＢＬＡピクチャに変換され
るべきであることを指示する外部のインディケーション７０を受信する（８０６）。
【０１１２】
［０１１９］外部インディケーション処理ユニット７２は、外部のインディケーションに
基づいてフラグ７４を設定する（８０８）。次に、フラグは、予測モジュール８１に渡す
ことができる。一例では、外部インディケーション処理ユニット７２は、映像復号器３０
内に存在する。その他の例では、外部インディケーション処理ユニット７２は、映像復号
器３０の外部に存在し、別々であることができる。復号器３０において、予測モジュール
８１は、フラグを検査し、フラグが設定されているときには、ＣＲＡピクチャをＢＬＡピ
クチャとして取り扱う（８１０）。
【０１１３】
［０１２０］図８の例では、外部のインディケーションが受信されていることを示すため
にフラグが使用される。その他の例では、図５と同様に、映像復号器３０又はその他のデ
バイスは、外部のインディケーションを受信し、次に、外部のインディケーションに基づ
いてＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取り扱う。
【０１１４】
［０１２１］一例では、復号器は、復号器側における１つの機能としてＣＲＡピクチャを
ＢＬＡピクチャに変更する。該メッセージを受信又は推論する際に、復号器側の１つの機
能は、コーディングされたピクチャが復号のために復号器に送信される前に、識別された
ＣＲＡピクチャをビットストリームのＢＬＡピクチャに変更することを行うことができる
。
【０１１５】
［０１２２］ＣＲＡピクチャは、ＢＬＡピクチャに変更することができる。各々のコーデ
ィングされたスライスＮＡＬユニットに関して、ｎａｌ_ｕｎｉｔ_ｔｙｐｅがＣＲＡピク
チャを示す、例えば、値がＨＥＶＣ　ＷＤ７に準じて“４”又は“５”に等しい場合は、
次が当てはまる。（１）ＢＬＡピクチャを示すためにｎａｌ_ｕｎｉｔ_ｔｙｐｅの値が変
更される、例えば、値が２だけ増加される、（２）ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_
ｐｉｃｓ_ｆｌａｇの値が１に設定される、（３）復号順序で前ピクチャがＲＡＰピクチ
ャであり、現在のスライスのｒａｐ_ｐｉｃ_ｉｄが前ピクチャのｒａｐ_ｐｉｃ_ｉｄに等
しい場合は、次が当てはまる。すなわち、（ａ）復号順序で次のピクチャがＲＡＰピクチ
ャでない場合は、現在のスライスのｒａｐ_ｐｉｃ_ｉｄの値が復号順序で前ピクチャのｒ
ａｐ_ｐｉｃ_ｉｄと異なるように変更されるが、依然として構文要素の許容値範囲内にあ
る、又は（ｂ）その他の場合（復号順序で次のピクチャがＲＡＰピクチャである場合）は
、現在のピクチャのｒａｐ_ｐｉｃ_ｉｄの値は、復号順序で前ピクチャ及び次のピクチャ
の両方のｒａｐ_ｐｉｃ_ｉｄと異なる値に変更されるが、依然として構文要素の許容値範
囲内にある。
【０１１６】
［０１２３］今度は、ビットストリームを開始させるＣＲＡピクチャとしてＣＲＡを取り
扱うことが説明される。上述されるように、特定のＣＲＡピクチャがＢＬＡピクチャとし
て取り扱われるべきであることを指示するインディケーションは、特定のＣＲＡピクチャ
をビットストリーム内の第１のピクチャであるＣＲＡピクチャとして取り扱われるべきで
あることを指示するインディケーションに変更すること又は該インディケーションとして
解釈することができ、ただし、以下において説明される変更がＨＥＶＣドラフト仕様に対
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して行われる。
【０１１７】
［０１２４］一例では、変数ＣｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉｃＦｌａｇが各ＣＲＡピクチャと
関連付けられる。幾つかのＣＲＡピクチャに関するＣｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉｃＦｌａｇ
の値は、外部の手段によって指定することができる。ＣＲＡがビットストリーム内の最初
のピクチャである場合は、ＣＲＡピクチャに関するＣｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉｃＦｌａｇ
の値は、外部のインディケーション（存在する場合）によって示される値にかかわらず、
１に設定される。そうでない場合は、ＣＲＡピクチャに関するＣｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉ
ｃＦｌａｇの値が外部の手段によって指定されないときには、それは“０”に設定される
。
【０１１８】
［０１２５］各々のコーディングされたスライスＮＡＬユニットを復号するときに（構文
解析を含む）、ＣｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉｃＦｌａｇが“１”に等しく、ｎａｌ_ｕｎｉ
ｔ_ｔｙｐｅが“４”又は“５”に等しい場合は、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_
ｐｉｃｓ_ｆｌａｇの値を１に設定することができる。復号順序で前ピクチャがＲＡＰピ
クチャであり、現在のスライスのｒａｐ_ｐｉｃ_ｉｄが前ピクチャのｒａｐ_ｐｉｃ_ｉｄ
に等しい場合で、復号順序で次のピクチャがＲＡＰピクチャでない場合は、現在のスライ
スのｒａｐ_ｐｉｃ_ｉｄの値は、復号順序で前ピクチャのｒａｐ_ｐｉｃ_ｉｄと異なるよ
うに変更されるが、依然としても構文要素の許容値範囲内である。そうでない（復号順序
で次のピクチャがＲＡＰピクチャである）場合は、現在のスライスのｒａｐ_ｐｉｃ_ｉｄ
の値は、復号順序で前ピクチャ及び次のピクチャの両方のｒａｐ_ｐｉｃ_ｉｄと異なる値
に変更されるが、依然として構文要素の許容値範囲内である。
【０１１９】
［０１２６］代替として、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇの値
を１に設定する代わりに、予測モジュール８１は、ピクチャタイミングＳＥＩメッセージ
が存在しており、ＤＰＢ内の全ピクチャに関するＤＰＢ出力時間が現在のピクチャのＤＰ
Ｂ出力時間よりも小さい場合は、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａ
ｇの値を１に設定することができる。そうでない場合は、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒ
ｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇの値は“０”に設定される。
【０１２０】
［０１２７］その他の例では、廃棄タグ付き（ＴＦＤ）ピクチャに関するピクチャ順序カ
ウントの様々な定義を、ＨＥＶＣ　ＷＤ９又は同規格のその他のワーキングドラフトから
変更することができる。従って、以下において提供される定義は、同規格と異なることが
できる。これらの定義は、ここにおいて説明される幾つかの例又はすべての例には適用す
ることができない。
【０１２１】
［０１２８］幾つかの例では、コーディングされた映像シーケンスは、復号順序で、１に
等しいＣｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉｃＦｌａｇを有することができるＣＲＡアクセスユニッ
ト、ＩＤＲアクセスユニット又はＢＬＡアクセスユニットを含み、後続するＩＤＲ又はＢ
ＬＡアクセスユニットまでの（これらは含まない）すべての後続するアクセスユニットを
含むゼロ以上の非ＩＤＲ及び非ＢＬＡアクセスユニットによって後続される。
【０１２２】
［０１２９］幾つかの例では、ピクチャ順序カウントは、各々のコーディングされたピク
チャと関連付けることができる変数であり、次のコーディングされたピクチャのうちの１
つに関して出力順序でピクチャ位置が増加するのに応じて増加する値を有する。すなわち
、（１）復号順序で前ＩＤＲピクチャ（存在する場合）、（２）復号順序で前ＢＬＡピク
チャ（存在する場合）、及び（３）復号順序で前ＣＲＡピクチャ（存在する場合）、及び
幾つかの例では、前ＣＲＡピクチャが１に等しいＣｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉｃＦｌａｇを
有する場合。
【０１２３】
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［０１３０］幾つかの例では、上記のコーディングされたピクチャのうちの２つ以上が存
在する場合は、ピクチャ順序カウントは、復号順序で該コーディングされたピクチャのう
ちの最後に関するものである。廃棄タグ付き（ＴＦＤ）ピクチャ：各スライスが２に等し
いｎａｌ_ｕｎｉｔ_ｔｙｐｅを有するコーディングされたピクチャ；ＴＦＤピクチャは、
復号順序で前ＣＲＡピクチャ又はＢＬＡピクチャと関連付けられ、出力順序で関連付けら
れたピクチャに先行する；関連付けられたピクチャがＢＬＡピクチャであるとき、又は、
関連付けられたピクチャが１に等しいＣｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉｃＦｌａｇを有すること
ができるＣＲＡピクチャであるときには、ＴＦＤピクチャは、正確に復号することができ
ず、出力されない。
【０１２４】
［０１３１］幾つかの例では、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇ
の意味論は、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇが、復号ピクチャ
バッファ内の以前復号されたピクチャが“１”に等しいＣｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉｃＦｌ
ａｇを有するＣＲＡピクチャ又はＩＤＲピクチャ又はＢＬＡピクチャの復号後にどのよう
に取り扱われるかを指定するように変更することができる。
【０１２５】
［０１３２］幾つかの例では、“１”に等しいＣｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉｃＦｌａｇを有
するＣＲＡピクチャ又はＩＤＲピクチャ又はＢＬＡピクチャがビットストリーム内の最初
のピクチャであるときには、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇの
値は、復号プロセスに対して影響を有さない。“１”に等しいＣｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉ
ｃＦｌａｇを有するＣＲＡピクチャ又はＩＤＲピクチャ又はＢＬＡピクチャがビットスト
リーム内の最初のピクチャでなく、アクティブシーケンスパラメータセットから導き出さ
れたｐｉｃ_ｗｉｄｔｈ_ｉｎ_ｌｕｍａ_ｓａｍｐｌｅｓ又はｐｉｃ_ｈｅｉｇｈｔ_ｉｎ_
ｌｕｍａ_ｓａｍｐｌｅｓ又はｓｐｓ_ｍａｘ_ｄｅｃ_ｐｉｃ_ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｓｐ
ｓ_ｍａｘ_ｔｅｍｐｏｒａｌ_ｌａｙｅｒｓ_ｍｉｎｕｓ１］の値が、前ピクチャに関して
アクティブなシーケンスパラメータセットから導き出されたｓｐｓ_ｍａｘ_ｄｅｃ_ｐｉ
ｃ_ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｓｐｓ_ｍａｘ_ｔｅｍｐｏｒａｌ_ｌａｙｅｒｓ_ｍｉｎｕｓ１
］の値と異なるときには、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇの実
際値にかかわらず、“１”に等しいｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌ
ａｇを復号器によって推論することができる（ただし、すべきでない）。
【０１２６】
［０１３３］幾つかの例では、ＨＥＶＣ　ＷＤ７の小項８．１における次の変更を行うこ
とができる。例えば、次のように変更する。すなわち、ビットストリーム内の最初のコー
ディングされたピクチャがＣＲＡピクチャであり、現在のピクチャがＣＲＡピクチャと関
連付けられたＴＦＤピクチャである場合、又は、復号順序で現在のピクチャに先行する前
ＲＡＰピクチャがＢＬＡピクチャであり、現在のピクチャがＢＬＡピクチャと関連付けら
れたＴＦＤピクチャである場合は、ＰｉｃＯｕｔｏｕｔＦｌａｇが“０”に設定され、小
項８．３．３において規定される入手不能な基準ピクチャを生成するための復号プロセス
が呼び出される（ピクチャの１つのスライスに関して呼び出す必要があるだけである）、
を、ＣＲＡピクチャが１に等しいＣｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉｃＦｌａｇを有し、現在のピ
クチャがＣＲＡピクチャと関連付けられたＴＦＤピクチャである場合、又は、復号順序で
現在のピクチャに先行する前ＲＡＰピクチャがＢＬＡピクチャであり、現在のピクチャが
ＢＬＡピクチャと関連付けられたＴＦＤピクチャである場合は、ＰｉｃＯｕｔｏｕｔＦｌ
ａｇが“０”に設定され、小項８．３．３において規定される入手不能な基準ピクチャを
生成するための復号プロセスが呼び出される（ピクチャの１つのスライスに関して呼び出
す必要があるだけである）、に変更する。
【０１２７】
［０１３４］幾つかの例では、ＨＥＶＣ　ＷＤ７の小項８．３．１において次に関する変
更を行うことができる。例えば、現在のピクチャはＣＲＡピクチャであり、ビットストリ
ーム内の最初のコーディングされたピクチャである、を、現在のピクチャは、１に等しい
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ＣｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉｃＦｌａｇを有するＣＲＡピクチャである、に変更する。
【０１２８】
［０１３５］幾つかの例では、ＨＥＶＣ　ＷＤ７の小項８．３．１内の次に関する変更を
行うことができる。例えば、現在のピクチャがＩＤＲ又はＢＬＡピクチャである場合、又
はビットストリーム内の最初のコーディングされたピクチャがＣＲＡピクチャであり、現
在のピクチャがビットストリーム内の最初のコーディングされたピクチャである場合は、
ＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎｔＭｓｂは、“０”に設定される。そうでない場合は、ＰｉｃＯｒ
ｄｅｒＣｎｔＭｓｂは、次の擬似コードによって指定されるように導き出される、を、現
在のピクチャがＩＤＲ又はＢＬＡピクチャであり、１に等しいＣｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉ
ｃＦｌａｇを有するＣＲＡピクチャである場合は、ＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎｔＭｓｂは、“
０”に設定される。そうでない場合は、ＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎｔＭｓｂは、次の擬似コー
ドによって指定されるように導き出される、に、変更する。
【０１２９】
［０１３６］幾つかの例では、ＨＥＶＣ　ＷＤ７の小項８．３．２内の次に関する変更を
行うことができる。例えば、注４－基準ピクチャセットに含まれているが、復号ピクチャ
バッファ内に存在しない１つ以上の基準ピクチャが存在することができる。“基準ピクチ
ャなし”に等しいＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＦｏｌｌ又はＲｅｆＰｉｃＳｅｔＬｔＦｏｌｌ
内のエントリは無視されるべきである。次の２つの条件のうちのいずれが真でないかぎり
、“基準ピクチャなし”に等しいＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＣｕｒｒＢｅｆｏｒｅ、Ｒｅｆ
ＰｉｃＳｅｔＳｔＣｕｒｒＡｆｔｅｒ及びＲｅｆＰｉｃＳｅｔＬｔＣｕｒｒ内の各エント
リに関して意図されないピクチャ損失が推論されるべきである。すなわち、ａ）ビットス
トリーム内の最初のコーディングされたピクチャはＣＲＡピクチャであり、現在のコーデ
ィングされたピクチャは、ビットストリーム内の最初のコーディングされたピクチャと関
連付けられたＴＦＤピクチャである、ｂ）復号順序で現在のコーディングされたピクチャ
に先行する前ＲＡＰピクチャは、ＢＬＡピクチャと関連付けられたＴＦＤピクチャである
、を、注４－基準ピクチャセットに含まれているが、復号ピクチャバッファ内に存在しな
い１つ以上の基準ピクチャが存在することができる。“基準ピクチャなし”に等しいＲｅ
ｆＰｉｃＳｅｔＳｔＦｏｌｌ又はＲｅｆＰｉｃＳｅｔＬｔＦｏｌｌ内のエントリは無視さ
れるべきである。復号順序で現在のコーディングされたピクチャに先行する前ＲＡＰピク
チャが、“１”に等しいＣｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉｃＦｌａｇを有するＣＲＡピクチャ又
はＢＬＡピクチャであり、現在のコーディングされたピクチャが前ＲＡＰピクチャと関連
付けられたＴＦＤピクチャでないかぎり、“基準ピクチャなし”に等しいＲｅｆＰｉｃＳ
ｅｔＳｔＣｕｒｒＢｅｆｏｒｅ、ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＣｕｒｒＡｆｔｅｒ及びＲｅｆ
ＰｉｃＳｅｔＬｔＣｕｒｒ内の各エントリに関して意図されないピクチャ損失が推論され
るべきである。
【０１３０】
［０１３７］幾つかの例では、ＨＥＶＣ　ＷＤ７の小項８．３．２内の次に関する変更を
行うことができる。例えば、次の２つの条件のうちのいずれが真でないかぎり、“基準ピ
クチャなし”に等しいエントリはＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＣｕｒｒＢｅｆｏｒｅ、Ｒｅｆ
ＰｉｃＳｅｔＳｔＣｕｒｒＡｆｔｅｒ及びＲｅｆＰｉｃＳｅｔＬｔＣｕｒｒ内に存在しな
いものとする。すなわち、ａ）ビットストリーム内の最初のコーディングされたピクチャ
はＣＲＡピクチャであり、現在のコーディングされたピクチャは、ビットストリーム内の
最初のコーディングされたピクチャと関連付けられたＴＦＤピクチャである、ｂ）復号順
序で現在のコーディングされたピクチャに先行する前ＲＡＰピクチャは、ＢＬＡピクチャ
であり、現在のコーディングされたピクチャは、ＢＬＡピクチャと関連付けられたＴＦＤ
ピクチャである、を、復号順序で現在のコーディングされたピクチャに先行する前ＲＡＰ
ピクチャが、“１”に等しいＣｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉｃＦｌａｇを有するＣＲＡピクチ
ャであり、現在のコーディングされたピクチャが前ＲＡＰピクチャと関連付けられたＴＦ
Ｄピクチャでないかぎり、“基準ピクチャなし”に等しいエントリはＲｅｆＰｉｃＳｅｔ
ＳｔＣｕｒｒＢｅｆｏｒｅ、ＲｅｆＰｉｃＳｅｔＳｔＣｕｒｒＡｆｔｅｒ及びＲｅｆＰｉ
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ｃＳｅｔＬｔＣｕｒｒ内に存在しないものとする。
【０１３１】
［０１３８］幾つかの例では、ＨＥＶＣ　ＷＤ７の小項８．３．３．１における最初の３
つの段落の変更を次のように行うことができる。すなわち、このプロセスはコーディング
されたピクチャごとに１回呼び出され、小項８．３．２において規定されるように基準ピ
クチャに関する復号プロセスの呼び出し後は、復号順序で現在のコーディングされたピク
チャに先行する前ＲＡＰピクチャが、“１”に等しいＣｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉｃＦｌａ
ｇを有するＣＲＡピクチャ又はＢＬＡピクチャであり、現在のコーディングされたピクチ
ャが前記ＲＡＰピクチャと関連付けられたＴＦＤピクチャであるとき。注１－ビットスト
リームの初めのＣＲＡピクチャと関連付けられたＴＦＤピクチャに関する又はＢＬＡピク
チャと関連付けられたＴＦＤピクチャに関する復号プロセスのここにおける仕様全体は、
該ピクチャの許容される構文コンテンツに関する制約事項を規定することを目的として含
められているにすぎない。実際の復号器では、ビットストリームの初めのＣＲＡピクチャ
と関連付けられたＴＦＤピクチャ又はＢＬＡピクチャと関連付けられたＴＦＤピクチャは
、出力に関しては規定されておらず、出力に関して規定されるその他のピクチャの復号プ
ロセスに対しては影響を有さないため、単に無視することができる（ビットストリームか
ら取り除いて廃棄することができる）。復号順序で現在のコーディングされたピクチャに
先行する前ＲＡＰピクチャが、“１”に等しいＣｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉｃＦｌａｇを有
するＣＲＡピクチャ又はＢＬＡピクチャであり、現在のコーディングされたピクチャが前
記ＲＡＰピクチャと関連付けられたＴＦＤピクチャであるときには、次が当てはまる。
【０１３２】
［０１３９］幾つかの例では、ＨＥＶＣ　ＷＤ７の小項Ｃ．４内の次のことに関する変更
を行うことができる。例えば、注１－この制約事項は、関連付けられたＲＡＰピクチャが
、ＣＲＡピクチャである場合及びそのＣＲＡピクチャが、ビットストリーム内の最初コー
ディングされたピクチャでない場合のＴＦＤピクチャの復号可能性を保証するものである
、を、注１－この制約事項は、関連付けられたＲＡＰピクチャが、ＣＲＡピクチャである
場合及びそのＣＲＡピクチャが、“０”に等しいＣｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉｃＦｌａｇを
有する場合の復号可能性を保証するものである、に変更する。
【０１３３】
［０１４０］幾つかの例では、ＨＥＶＣ　ＷＤ７の小項Ｃ．３．１内の第３の段落に関す
る変更を次のように行うことができる。すなわち、現在のピクチャが、“１”に等しいＣ
ｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉｃＦｌａｇを有するＣＲＡピクチャ又はＩＤＲ又はＢＬＡピクチ
ャである場合は、次が当てはまる。“１”に等しいＣｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉｃＦｌａｇ
を有するＣＲＡピクチャ又はＩＤＲ又はＢＬＡピクチャが、復号されたピクチャでなく、
及びアクティブシーケンスパラメータセットから導き出されたあらゆるｉの可能な値に関
するｐｉｃ_ｗｉｄｔｈ_ｉｎ_ｌｕｍａ_ｓａｍｐｌｅｓ又はｐｉｃ_ｈｅｉｇｈｔ_ｉｎ_
ｌｕｍａ_ｓａｍｐｌｅｓ又はｓｐｓ_ｍａｘ_ｄｅｃ_ｐｉｃ_ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］
の値が、前ピクチャに関してアクティブであったシーケンスパラメータセットからそれぞ
れ導き出されたｐｉｃ_ｗｉｄｔｈ_ｉｎ_ｌｕｍａ_ｓａｍｐｌｅｓ又はｐｉｃ_ｈｅｉｇ
ｈｔ_ｉｎ_ｌｕｍａ_ｓａｍｐｌｅｓ又はｓｐｓ_ｍａｘ_ｄｅｃ_ｐｉｃ_ｂｕｆｆｅｒｉ
ｎｇ［ｉ］の値と異なるときには、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌ
ａｇの実際値にかかわらず、“１”に等しいｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃ
ｓ_ｆｌａｇは、ＨＲＤによって１に等しいと推論される。注１－復号器実装は、ｐｉｃ_
ｗｉｄｔｈ_ｉｎ_ｌｕｍａ_ｓａｍｐｌｅｓ、ｐｉｃ_ｈｅｉｇｈｔ_ｉｎ_ｌｕｍａ_ｓａ
ｍｐｌｅｓ、又はｓｐｓ_ｍａｘ_ｄｅｃ_ｐｉｃ_ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］の変更に関し
てＨＲＤよりも優雅に（ｇｒａｃｅｆｕｌｌｙ）ピクチャ又はＤＰＢサイズの変更を取り
扱うことを試みるべきである。ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇ
が“１”に等しい又は１に等しいと推論されるときには、ＤＰＢ内のすべてのピクチャ格
納バッファが、入っているピクチャが出力されずに空にされ、ＤＰＢが満杯であるかどう
か（ＤＢＰ　ｆｕｌｌｎｅｓｓ）が“０”に設定される。
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【０１３４】
［０１４１］幾つかの例では、ＨＥＶＣ　ＷＤ７の小項Ｃ．５．２全体に関する変更を次
のように行うことができる。すなわち、現在のピクチャの復号前（ただし、現在のピクチ
ャの第１のスライスのスライスヘッダを構文解析後）にＤＰＢからピクチャを取り除くこ
とは、現在のピクチャが入ったアクセスユニットの第１の復号ユニットがＣＰＢから取り
除かれた瞬間に行われ、次のように進行する。小項８．３．２において規定される基準ピ
クチャセットに関する復号プロセスが呼び出される。現在のピクチャが、“１”に等しい
ＣｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉｃＦｌａｇを有するＣＲＡピクチャ又はＩＤＲ又はＢＬＡピク
チャである場合は、次が当てはまる。“１”に等しいＣｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉｃＦｌａ
ｇを有するＣＲＡピクチャ又はＩＤＲ又はＢＬＡピクチャが復号された第１のピクチャで
なく、及びアクティブシーケンスパラメータセットから導き出されたあらゆるｉの可能な
値に関するｐｉｃ_ｗｉｄｔｈ_ｉｎ_ｌｕｍａ_ｓａｍｐｌｅｓ又はｐｉｃ_ｈｅｉｇｈｔ_
ｉｎ_ｌｕｍａ_ｓａｍｐｌｅｓ又はｓｐｓ_ｍａｘ_ｄｅｃ_ｐｉｃ_ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［
ｉ］の値が、前ピクチャに関してアクティブであったシーケンスパラメータセットからそ
れぞれ導き出されたｐｉｃ_ｗｉｄｔｈ_ｉｎ_ｌｕｍａ_ｓａｍｐｌｅｓ又はｐｉｃ_ｈｅ
ｉｇｈｔ_ｉｎ_ｌｕｍａ_ｓａｍｐｌｅｓ又はｓｐｓ_ｍａｘ_ｄｅｃ_ｐｉｃ_ｂｕｆｆｅ
ｒｉｎｇ［ｉ］の値と異なるときには、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_
ｆｌａｇの実際値にかかわらず、“１”に等しいｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐ
ｉｃｓ_ｆｌａｇは、ＨＲＤによって１に等しいと推論される。注－復号器実装は、ｐｉ
ｃ_ｗｉｄｔｈ_ｉｎ_ｌｕｍａ_ｓａｍｐｌｅｓ、ｐｉｃ_ｈｅｉｇｈｔ_ｉｎ_ｌｕｍａ_ｓ
ａｍｐｌｅｓ、又はｓｐｓ_ｍａｘ_ｄｅｃ_ｐｉｃ_ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｉ］の変更に関
してＨＲＤよりも優雅にピクチャ又はＤＰＢサイズの変更を取り扱うことを試みるべきで
ある。ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇが“１”に等しい又は１
に等しいと推論されるときには、ＤＰＢ内のすべてのピクチャ格納バッファが、入ってい
るピクチャが出力されずに空にされ、ＤＰＢが満杯であるかどうか（ＤＢＰ　ｆｕｌｌｎ
ｅｓｓ）が“０”に設定される。そう
でないときには、“出力のために必要なし”及び“参照のために未使用”と表示されるピ
クチャが入ったピクチャ格納バッファが（出力されずに）空にされる。次の条件のうちの
１つ以上が真であるときには、現在の復号されたピクチャを格納するための空のピクチャ
格納バッファが存在するまで、小項５．２．１において規定される“バンピング”（ｂｕ
ｍｐｉｎｇ）プロセスが繰り返し呼び出される。“出力のために必要”と表示されるＤＰ
Ｂ内のピクチャ数は、ｓｐｓ_ｎｕｍ_ｒｅｏｒｄｅｒ_ｐｉｃｓ［ｔｅｍｐｏｒａｌ_ｉｄ
］よりも大きい。現在のピクチャのｔｅｍｐｏｒａｌ_ｉｄ以下であるｔｅｍｐｏｒａｌ_
ｉｄを有するＤＰＢ内のピクチャ数は、ｓｐｓ_ｍａｘ_ｄｅｃ_ｐｉｃ_ｂｕｆｆｅｒｉｎ
ｇ［ｔｅｍｐｏｒａｌ_ｉｄ］に等しい。
【０１３５】
［０１４２］幾つかの例では、現在のピクチャが、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_
ｐｉｃｓ_ｆｌａｇが“１”に等しくない及び１に等しいと推論されない“１”に等しい
ＣｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉｃＦｌａｇを有するＣＲＡピクチャ又はＩＤＲ又はＢＬＡピク
チャであるときには、次の２つのステップが実行される。すなわち、“出力のために必要
なし”又は“参照のための未使用”と表示されるピクチャが入ったピクチャ格納バッファ
が（出力されずに）空にされる。ＤＰＢ内のすべての空でないピクチャ格納バッファが、
小項Ｃ．５．２．１において規定される“バンピング”プロセスを繰り返し呼び出すこと
によって空にされる。
【０１３６】
［０１４３］幾つかの例は、“バンピング”プロセスを含むことができる。“バンピング
”プロセスは、次の場合に呼び出すことができる。すなわち、（１）小項Ｃ．５．２にお
いて規定されるように、現在のピクチャが、“１”に等しいＣｒａＩｓＦｉｒｓｔＰｉｃ
Ｆｌａｇを有するＣＲＡピクチャ又はＩＤＲ又はＢＬＡピクチャであり、ｎｏ_ｏｕｔｐ
ｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇが“１”に等しくなく、及び１に等しいと推論
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されない、（２）小項Ｃ．５．２において規定されるように、“出力のために必要”と表
示されるＤＰＢ内のピクチャ数が、ｓｐｓ_ｎｕｍ_ｒｅｏｒｄｅｒ_ｐｉｃｓ［ｔｅｍｐ
ｏｒａｌ_ｉｄ］よりも大きい、及び（３）小項Ｃ．５．２において規定されるように、
現在のピクチャのｔｅｍｐｏｒａｌ_ｉｄ以下であるｔｅｍｐｏｒａｌ_ｉｄを有するＤＰ
Ｂ内のピクチャ数が、ｓｐｓ_ｍａｘ_ｄｅｃ_ｐｉｃ_ｂｕｆｆｅｒｉｎｇ［ｔｅｍｐｏｒ
ａｌ_ｉｄ］と等しい。
【０１３７】
［０１４４］“バンピング”プロセスは、次の順序が設定されたステップを含むことがで
きる。すなわち、（１）最初に出力されるピクチャが、“出力のために必要”と表示され
るＤＰＢ内の全ピクチャのＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎｔＶａｌの最小値を有するそれとして選
択される、（２）そのピクチャに関するアクティブシーケンスパラメータセットにおいて
指定されるクロッピング（ｃｒｏｐｐｉｎｇ）長方形を用いてそのピクチャがクロッピン
グされ、クロッピングされたピクチャが出力され、そのピクチャに“出力のために必要な
し”という表示がされる、（３）クロッピングされて出力されたピクチャを含んでいたピ
クチャ格納バッファが“参照のために未使用”と表示されたピクチャを含んでいる場合は
、ピクチャ格納バッファが空にされる。
【０１３８】
［０１４５］幾つかの例では、ＨＥＶＣドラフト仕様が上記のように変更されることで、
ＢＬＡピクチャをサポートするためのすべてのテキストをさらに取り除くことが可能であ
る。
【０１３９】
［０１４６］今度は、ピクチャの改良された出力について説明される。一例では、ｎｏ_
ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇがｏｕｔｐｕｔ_ａｌｌ_ｐｒｉｏｒ_
ｐｉｃｓ_ｆｌａｇに変更され、“１”に等しいこのフラグが、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_
ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇが“０”に等しいときと同等の意味を有することが提案さ
れる。さらに、このフラグが“０”に等しいときには、出力／表示のために使用すること
ができる以前のピクチャの数は、ｎｕｍ_ｏｕｔｐｕｔ_ｐｉｃｓとしてシグナリングされ
る。ｎｕｍ_ｏｕｔｐｕｔ_ｐｉｃｓは、ｕ（ｖ）としてシグナリングすることができ、こ
の構文要素は、０乃至ＭａｘＤｐｂＳｉｚｅ（この値を除く）の範囲内にある。出力／表
示されるべきｎｕｍ_ｏｕｔ_ｐｉｃｓは、ＢＬＡ又はＩＤＲピクチャのほうにより近い表
示順序を有し及び第１のビットストリーム内にあるピクチャである。ｎｕｍ_ｏｕｔ_ｐｉ
ｃｓは、出力する必要がないリーディングピクチャ（ｌｅａｄｉｎｇ　ｐｉｃｔｕｒｅ）
の数に関連することができる。
【０１４０】
［０１４７］代替として、ｎｕｍ_ｏｕｔｐｕｔ_ｐｉｃｓは、ｕｅ（ｖ）としてシグナリ
ングすることができる。代替として、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆ
ｌａｇ、ｏｕｔｐｕｔ_ａｌｌ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｓ_ｆｌａｇ、又はｎｕｍ_ｏｕｔｐｕ
ｔ_ｐｉｃｓはシグナリングされず、ｎｕｍ_ｐｒｉｏｒ_ｄｉｓｃａｒｄ_ｐｉｃｓがｕ（
ｖ）又はｕｅ（ｖ）として直接シグナリングされ、ｎｕｍ_ｐｒｉｏｒ_ｄｉｓｃａｒｄ_
ｐｉｃｓは、０乃至ＭａｘＤｐｂＳｉｚｅ（この値を除く）の範囲内にある。それは、廃
棄されるべき以前のピクチャの数を示す。廃棄されるべき（従って、表示されない）ｎｕ
ｍ_ｐｒｉｏｒ_ｄｉｓｃａｒｄ_ｐｉｃｓは、ＢＬＡ又はＩＤＲピクチャからより遠い表
示順序を有し及び第１のビットストリーム内にあるピクチャである。
【０１４１】
［０１４８］代替として、表示されていない第１のビットストリーム内のすべてのピクチ
ャを表示するために要求される、第１のビットストリーム内のフレーム数の点での、追加
メモリを示すためにスプライシング中にＳＥＩメッセージを追加することができる。
【０１４２】
［０１４９］今度は、ピクチャタイミングのシグナリングについて説明される。異なるタ
イミング情報、例えば、最も早い提示時間（すなわち、最も早いＤＰＢ出力時間）及び１
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つのＢＬＡ又はＣＲＡピクチャと関連付けられたすべてのＴＦＤピクチャの最小のピクチ
ャ順序カウント値、のうちの１つ以上の指示をビットストリーム内に含めることができる
。情報は、スライスヘッダ及びＳＥＩメッセージ（例えば、リカバリポイントＳＥＩメッ
セージ又はバッファリング期間メッセージ又はピクチャタイミングＳＥＩメッセージ）の
うちの１つ以上の中に含めることができる。情報をシグナリングするためにＲＡＰピクチ
ャのスライスヘッダ又はＲＡＰピクチャと関連付けられたＳＥＩメッセージ内に次の構文
要素のうちの１つ以上を含めることができる。すなわち、（１）ｄｅｌｔａ_ｅａｒｌｉ
ｅｓｔ_ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ_ｔｉｍｅ、ＲＡＰピクチャがビットストリーム内の第
１のピクチャである（すなわち、ＲＡＰピクチャと関連付けられたすべてのＤＬＰの最も
早いＤＰＢ出力時間）ときのＲＡＰピクチャのＤＰＢ出力時間とピクチャの最も早い出力
時間との差を示し、単位は、ＨＥＶＣ　ＷＤ７の付属書Ｃにおいて規定されるクロックの
刻み。この構文要素は、ｕ（ｖ）コーディングすることができ、及び、構文要素を表すた
めに使用されるビット数は、ｃｐｂ_ｒｅｍｏｖａｌ_ｄｅｌａｙ_ｌｅｎｇｔｈ_ｍｉｎｕ
ｓ＋１ビットである。値“０”は、ＲＡＰピクチャが、関連付けられたＤＬＰを有さない
ことを示す、（２）ｄｅｌｔａ_ｅａｒｌｉｅｓｔ_ｐｏｃ、ＲＡＰピクチャがビットスト
リーム内の第１のピクチャである（すなわち、ＲＡＰピクチャと関連付けられたすべての
ＤＬＰの最小の最も早いＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎｔＶａｌ値）ときのＲＡＰピクチャのＰｉ
ｃＯｒｄｅｒＣｎｔＶａｌ値とピクチャの最小のＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎｔＶａｌ値との間
の差を示す。この構文要素は、ｕｅ（ｖ）コーディングすることができ、値範囲は、０乃
至ＭａｘＰｉｃＯｒｄｅｒＣｎｔＬｓｂ／２－１であることができる。
【０１４３】
［０１５０］１つ以上の例において、説明される機能は、ハードウェア、ソフトウェア、
ファームウェア、又はそれらのあらゆる組み合わせにおいて実装することができる。ソフ
トウェアにおいて実装される場合は、それらの機能は、コンピュータによって読み取り可
能な媒体において１つ以上の命令又はコードとして格納又は送信すること及びハードウェ
アに基づく処理ユニットによって実行することができる。コンピュータによって読み取り
可能な媒体は、コンピュータによって読み取り可能な記憶媒体を含むことができ、それは
、有形な媒体、例えば、データ記憶媒体、又は、例えば、通信プロトコルにより、１つの
場所から他へのコンピュータプログラムの転送を容易にするあらゆる媒体を含む通信媒体
、に対応する。このように、コンピュータによって読み取り可能な媒体は、概して、（１
）非一時的である有形なコンピュータによって読み取り可能な記憶媒体又は（２）通信媒
体、例えば、信号又は搬送波、に対応することができる。データ記憶媒体は、本開示にお
いて説明される技法の実装のために命令、コード及び／又はデータ構造を取り出すために
１つ以上のコンピュータ又は１つ以上のプロセッサによってアクセスすることができるあ
らゆる利用可能な媒体であることができる。コンピュータプログラム製品は、コンピュー
タによって読み取り可能な媒体を含むことができる。
【０１４４】
［０１５１］幾つかの例では、メッセージ又は構文要素は、次のうちの１つを含む。すな
わち、（１）ｄｅｌｔａ_ｅａｒｌｉｅｓｔ_ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ_ｔｉｍｅ、ＢＲ
Ａピクチャとして取り扱われる１つ以上のＣＲＡと関連付けられた時間差を示す、又は、
（２）ｄｅｌｔａ_ｅａｒｌｉｅｓｔ_ｐｏｃ、ＢＲＡピクチャとして取り扱われる１つ以
上のＣＲＡと関連付けられたピクチャ順序値の差を示す。
【０１４５】
［０１５２］さらにその他の例では、本開示は、格納されたデータ構造を備えるコンピュ
ータによって読み取り可能な媒体を企図し、データ構造は、本開示に一致する符号化され
たビットストリームを含む。特に、データ構造は、ここにおいて説明されるＮＡＬユニッ
ト設計を含むことができる。
【０１４６】
［０１５３］一例においては、ＣＲＡピクチャは、ＢＲＡピクチャとして取り扱うことが
できる。映像復号器３０は、ネットワーク抽象化層（ＮＡＬ）タイプの値を変更し、以前
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のピクチャの出力を制御する値を設定し、及び、次のピクチャと関連付けられたピクチャ
識別（ＩＤ）値を変更することができる。映像復号器３０は、切り換え動作を示すための
構文要素を受信することができる。圧縮されたビットストリーム及び切り換え動作の一部
である構文要素又はメッセージは、１つ以上のＣＲＡピクチャをＢＲＡピクチャとして取
り扱うように復号器に命令する。これで、復号器は、構文要素に部分的に基づいてビット
ストリームを復号することができる。
【０１４７】
［０１５４］一例では、映像符号器２０は、切り換え動作を示すための構文要素又はメッ
セージを生成することができる。切り換え動作は、１つ以上のＣＲＡピクチャをＢＲＡピ
クチャとして取り扱うように復号器に命令する。映像符号器２０は、圧縮されたビットス
トリームの一部として構文要素を復号デバイスに送信することができる。
【０１４８】
［０１５５］一例により、及び制限することなしに、該コンピュータによって読み取り可
能な記憶媒体は、希望されるプログラムコードを命令又はデータ構造の形態で格納するた
めに使用することができ及びコンピュータによってアクセス可能であるＲＡＭ、ＲＯＭ、
ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ又はその他の光学ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置
、又はその他の磁気記憶デバイス、フラッシュメモリ、又はその他のいずれかの媒体を備
えることができる。さらに、どのような接続も、コンピュータによって読み取り可能な媒
体であると適切に呼ばれる。例えば、命令が、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、より
対線、デジタル加入者ライン（ＤＳＬ）、又は無線技術、例えば、赤外線、無線、及びマ
イクロ波、を用いてウェブサイト、サーバ、又はその他の遠隔ソースから送信される場合
は、該同軸ケーブル、光ファイバケーブル、より対線、ＤＳＬ、又は無線技術、例えば赤
外線、無線、及びマイクロ波、は、媒体の定義の中に含まれる。しかしながら、コンピュ
ータによって読み取り可能な記憶媒体およびデータ記憶媒体は、コネクション、搬送波、
信号、又はその他の遷移媒体は含まず、代わりに、非一時的な、有形の記憶媒体を対象と
することが理解されるべきである。ここにおいて用いられるときのディスク（ｄｉｓｋ及
びｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ＣＤ）（ｄｉｓｃ）と、レーザディスク（ｄｉｓ
ｃ）と、光ディスク（ｄｉｓｃ）と、デジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）（ｄｉｓ
ｃ）と、フロッピー（登録商標）ディスク（ｄｉｓｋ）と、Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）
ディスク（ｄｉｓｃ）と、を含み、ここで、ｄｉｓｋは、通常は磁気的にデータを複製し
、ｄｉｓｃは、レーザを用いて光学的にデータを複製する。上記の組み合わせも、コンピ
ュータによって読み取り可能な媒体の適用範囲内に含められるべきである。
【０１４９】
［０１５６］命令は、１つ以上のプロセッサ、例えば、１つ以上のデジタル信号プロセッ
サ（ＤＳＰ）、汎用マイクロプロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィール
ドプログラマブルロジックアレイ（ＦＰＧＡ）、又はその他の同等の集積又はディスクリ
ート論理回路によって実行することができる。従って、ここにおいて用いられる場合の用
語“プロセッサ”は、上記の構造又はここにおいて説明される技法の実装に適するあらゆ
るその他の構造のうちのいずれかを意味することができる。さらに、幾つかの態様では、
ここにおいて説明される機能は、符号化および復号のために構成された専用のハードウェ
ア及び／又はソフトウェアモジュール内において提供されること、又は組み合わされたコ
ーデック内に組み入れることができる。さらに、技法は、１つ以上の回路又は論理素子内
に完全に実装することが可能である。
【０１５０】
［０１９３］本開示の技法は、無線ハンドセット、集積回路（ＩＣ）又は一組のＩＣ（例
えば、チップセット）を含む非常に様々なデバイス又は装置内に実装することができる。
本開示では、開示される技法を実施するように構成されたデバイスの機能上の態様を強調
するために様々なコンポーネント、モジュール、又はユニットが説明されるが、異なるハ
ードウェアユニットによる実現は必ずしも要求しない。むしろ、上述されるように、様々
なユニットは、適切なソフトウェア及び／又はファームウェアと関係させて、コーデック
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ハードウェアユニット内において結合させること又は上述されるように１つ以上のプロセ
ッサを含む相互運用的なハードウェアユニットの集合によって提供することができる。
【０１５１】
［０１５８］様々な例が説明されている。これらの及びその他の例は、以下の請求項の範
囲内である。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　映像データを処理する方法であって、
　映像復号器において外部のインディケーションを受信することと、
　前記外部のインディケーションに基づいてクリーンランダムアクセス（ＣＲＡ）ピクチ
ャをブロークンリンクアクセス（ＢＬＡ）ピクチャとして取り扱うことと、を備える、方
法。
［Ｃ２］
前記外部のインディケーションは、前記映像復号器においてフラグが設定されるべきかど
うかを示し、
　前記外部のインディケーションに基づいて前記フラグを設定することと、
　前記フラグを検査することと、をさらに備え、
　前記外部のインディケーションに基づいて前記ＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして
取り扱うことは、前記フラグに基づいて前記ＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取り
扱うことを備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記フラグは、前記ＣＲＡと関連付けられるＣ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記フラグのデフォルト値は、“０”であり、前記フラグの設定値は、“１”であるＣ
２に記載の方法。
［Ｃ５］
　コーディングされたスライスネットワーク抽象化層（ＮＡＬ）ユニットを復号時に、前
記フラグが設定されている場合は、前記ＮＡＬユニットのＮＡＬユニットタイプを変更す
ることをさらに備えるＣ２に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記フラグは、第１のフラグを備え、前記方法は、前記コーディングされたスライスネ
ットワーク抽象化層（ＮＡＬ）ユニットを復号時に、前記第１のフラグが設定されている
場合は、第２のフラグの値を変更することをさらに備え、前記第２のフラグは、以前のピ
クチャの前記出力を制御するＣ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記フラグは、第１のフラグを備え、前記方法は、前記コーディングされたスライスネ
ットワーク抽象化層（ＮＡＬ）ユニットを復号時に、前記第１のフラグが設定されている
場合は、第２のフラグの前記値を１に設定することをさらに備えるＣ５に記載の方法。
［Ｃ８］
　コーディングされたスライスＮＡＬユニットを復号することは、ＮＡＬユニットタイプ
を識別するために各々のコーディングされたスライスＮＡＬユニットを構文解析すること
を含むＣ５に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記フラグは、第１のフラグを備え、コーディングされたスライスネットワーク抽象化
層（ＮＡＬ）ユニットを復号時に、前記第１のフラグが１に等しく、コーディングされた
スライスＮＡＬユニットのＮＡＬユニットタイプがＣＲＡピクチャを示す場合は、
　ＢＬＡピクチャを示すために前記ＮＡＬユニットタイプの前記値を変更するＣ８に記載
の方法。
［Ｃ１０］
　前記フラグを設定することは、ビットストリームのビットレート及び空間解像度のうち
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の少なくとも１つの変更が生じている旨のメッセージを受信することと、前記ビットレー
ト及び空間解像度のうちの少なくとも１つの前記変更に基づいて前記フラグを設定するこ
とと、を備えるＣ２に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記フラグは、ＨａｎｄｌｅＣｒａＡｓＢｌａＦｌａｇを備えるＣ２に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記フラグは、第１のフラグと、第２のフラグと、を備え、
　前記第２のフラグは、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｔｕｒｅｓ_ｆｌａ
ｇを備え、前記第２のフラグは、コンテキスト変数も備えるＣ２に記載の方法。
［Ｃ１３］
　映像データを処理するための映像復号器であって、
　映像復号器において外部のインディケーションを受信し、及び
　前記外部のインディケーションに基づいてクリーンランダムアクセス（ＣＲＡ）ピクチ
ャをブロークンリンクアクセス（ＢＬＡ）ピクチャとして取り扱うように構成されたプロ
セッサを備える、映像復号器。
［Ｃ１４］
　前記外部のインディケーションは、前記映像復号器においてフラグが設定されるべきか
どうかを示し、前記プロセッサは、
　前記外部のインディケーションに基づいて前記フラグを設定し、及び
　前記フラグを検査するようにさらに構成され、
　前記外部のインディケーションに基づいて前記ＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして
取り扱うことは、前記フラグに基づいて前記ＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取り
扱うことを備えるＣ１３に記載の映像復号器。
［Ｃ１５］
　前記フラグは、前記ＣＲＡピクチャと関連付けられるＣ１４に記載の映像復号器。
［Ｃ１６］
　前記フラグが設定されるべきであることを示す外部のインディケーションを受信し、及
び
　前記外部のインディケーションに基づいて前記フラグを設定するようにさらに構成され
るＣ１４に記載の映像復号器。
［Ｃ１７］
　前記フラグのデフォルト値は、“０”であり、前記フラグの設定値は、“１”であるＣ
１４に記載の映像復号器。
［Ｃ１８］
　コーディングされたスライスネットワーク抽象化層（ＮＡＬ）ユニットを復号時に、前
記フラグが設定されている場合は、前記ＮＡＬユニットのＮＡＬユニットタイプを変更す
るようにさらに構成されるＣ１４に記載の映像復号器。
［Ｃ１９］
　前記フラグは、第１のフラグを備え、前記映像復号器は、前記コーディングされたスラ
イスネットワーク抽象化層（ＮＡＬ）ユニットを復号時に、前記フラグが設定されている
場合は、第２のフラグの値を変更するようにさらに構成されるＣ１８に記載の映像復号器
。
［Ｃ２０］
　前記フラグは、第１のフラグを備え、前記映像復号器は、前記コーディングされたスラ
イスネットワーク抽象化層（ＮＡＬ）ユニットを復号時に、前記フラグが設定されている
場合は、第２のフラグの前記値を１に設定することをさらに備えるＣ１８に記載の映像復
号器。
［Ｃ２１］
　コーディングされたスライスＮＡＬユニットを復号するようにさらに構成され、前記Ｎ
ＡＬユニットタイプを識別するために各々のコーディングされたスライスＮＡＬユニット
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を構文解析することを含むＣ１８に記載の映像復号器。
［Ｃ２２］
　前記フラグは、第１のフラグを備え、コーディングされたスライスネットワーク抽象化
層（ＮＡＬ）ユニットを復号時に、前記第１のフラグが１に等しく、コーディングされた
スライスＮＡＬユニットのＮＡＬユニットタイプがＣＲＡピクチャを示す場合は、
　ＢＬＡピクチャを示すために前記ＮＡＬユニットタイプの前記値を変更するＣ２１に記
載の映像復号器。
［Ｃ２３］
　前記フラグを設定することは、ビットストリームのビットレート及び空間解像度のうち
の少なくとも１つの変更が生じている旨のメッセージを受信することと、前記ビットレー
ト及び空間解像度のうちの少なくとも１つの前記変更に基づいて前記フラグを設定するこ
とと、を備えるＣ１４に記載の映像復号器。
［Ｃ２４］
　前記フラグは、ＨａｎｄｌｅＣｒａＡｓＢｌａＦｌａｇを備えるＣ１４に記載の映像復
号器。
［Ｃ２５］
　前記フラグは、第１のフラグと、第２のフラグと、を備え、
　前記第２のフラグは、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｔｕｒｅｓ_ｆｌａ
ｇを備え、前記第２のフラグは、コンテキスト変数を備えるＣ１４に記載の映像復号器。
［Ｃ２６］
　映像データを処理するための映像復号器であって、
　映像復号器において外部のインディケーションを受信するための手段と、
　前記外部のインディケーションに基づいてクリーンランダムアクセス（ＣＲＡ）ピクチ
ャをブロークンリンクアクセス（ＢＬＡ）ピクチャとして取り扱うための手段と、を備え
る、映像復号器。
［Ｃ２７］
　前記外部のインディケーションは、前記映像復号器においてフラグが設定されるべきか
どうかを示し、前記映像復号器は、
　前記外部のインディケーションに基づいて前記フラグを設定するための手段と、
　前記フラグを検査するための手段と、をさらに備え、
　前記外部のインディケーションに基づいて前記ＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして
取り扱うことは、前記フラグに基づいて前記ＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取り
扱うことを備えるＣ２６に記載の映像復号器。
［Ｃ２８］
　前記フラグは、前記ＣＲＡピクチャと関連付けられるＣ２７に記載の映像復号器。
［Ｃ２９］
　前記フラグのデフォルト値は、“０”であり、前記フラグの設定値は、“１”であるＣ
２７に記載の映像復号器。
［Ｃ３０］
　コーディングされたスライスネットワーク抽象化層（ＮＡＬ）ユニットを復号時に、前
記フラグが設定されている場合は、前記ＮＡＬユニットのＮＡＬユニットタイプを変更す
るための手段をさらに備えるＣ２７に記載の映像復号器。
［Ｃ３１］
　前記フラグは、第１のフラグを備え、前記映像復号器は、前記コーディングされたスラ
イスネットワーク抽象化層（ＮＡＬ）ユニットを復号時に、前記フラグが設定されている
場合は、第２のフラグの前記値を変更するための手段をさらに備えるＣ３０に記載の映像
復号器。
［Ｃ３２］
　前記フラグは、第１のフラグを備え、前記映像復号器は、前記コーディングされたスラ
イスネットワーク抽象化層（ＮＡＬ）ユニットを復号時に、前記フラグが設定されている
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場合は、第２のフラグの前記値を１に設定するための手段をさらに備えるＣ３０に記載の
映像復号器。
［Ｃ３３］
　コーディングされたスライスＮＡＬユニットを復号することは、ＮＡＬユニットタイプ
を識別するために各々のコーディングされたスライスＮＡＬユニットを構文解析すること
を含むＣ３０に記載の映像復号器。
［Ｃ３４］
　前記フラグは、第１のフラグを備え、コーディングされたスライスネットワーク抽象化
層（ＮＡＬ）ユニットを復号時に、前記第１のフラグが１に等しく、コーディングされた
スライスＮＡＬユニットのＮＡＬユニットタイプがＣＲＡピクチャを示す場合は、
　ＢＬＡピクチャを示すために前記ＮＡＬユニットタイプの前記値を変更するＣ３３に記
載の映像復号器。
［Ｃ３５］
　前記フラグを設定することは、ビットストリームのビットレートの変更が生じている旨
のメッセージを受信することと、前記ビットレートの前記変更に基づいて前記フラグを設
定することと、をさらに備えるＣ２７に記載の映像復号器。
［Ｃ３６］
　前記フラグは、ＨａｎｄｌｅＣｒａＡｓＢｌａＦｌａｇを備えるＣ２７に記載の映像復
号器。
［Ｃ３７］
　前記フラグは、第１のフラグと、第２のフラグと、を備え、
　前記第２のフラグは、ｎｏ_ｏｕｔｐｕｔ_ｏｆ_ｐｒｉｏｒ_ｐｉｃｔｕｒｅｓ_ｆｌａ
ｇを備え、前記第２のフラグは、コンテキスト変数を備えるＣ２７に記載の映像復号器。
［Ｃ３８］
　コンピュータによって読み取り可能な記憶媒体であって、実行されたときに、
　映像復号器において外部のインディケーションを受信し、及び
　前記外部のインディケーションに基づいてクリーンランダムアクセス（ＣＲＡ）ピクチ
ャをブロークンリンクアクセス（ＢＬＡ）ピクチャとして取り扱うことをデバイスの１つ
以上のプロセッサに行わせる命令を格納している、コンピュータによって読み取り可能な
記憶媒体。
［Ｃ３９］
　前記外部のインディケーションは、前記映像復号器においてフラグが設定されるべきか
どうかを示し、前記命令は、実行されたときに、
　前記外部のインディケーションに基づいて前記フラグを設定し、及び
　前記フラグを検査することをデバイスの前記１つ以上のプロセッサに行わせ、前記外部
のインディケーションに基づいて前記ＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取り扱うこ
とは、前記フラグに基づいて前記ＣＲＡピクチャをＢＬＡピクチャとして取り扱うことを
備えるＣ３８に記載のコンピュータによって読み取り可能な記憶媒体。
［Ｃ４０］
　前記フラグは、前記ＣＲＡピクチャと関連付けられるＣ３９に記載のコンピュータによ
って読み取り可能な記憶媒体。
［Ｃ４１］
　前記フラグが設定されるべきであることを示す外部のインディケーションを受信し、及
び
　前記外部のインディケーションに基づいて前記フラグを設定することを前記１つ以上の
プロセッサに行わせるようにさらに構成されるＣ３９に記載のコンピュータによって読み
取り可能な記憶媒体。
［Ｃ４２］
　コーディングされたスライスネットワーク抽象化層（ＮＡＬ）ユニットを復号時に、前
記フラグが設定されている場合は、前記ＮＡＬユニットのＮＡＬユニットタイプを変更す
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ることを前記１つ以上のプロセッサに行わせるようにさらに構成されるＣ３９に記載のコ
ンピュータによって読み取り可能な記憶媒体。
［Ｃ４３］
　前記フラグは、第１のフラグを備え、前記コンピュータによって読み取り可能な記憶媒
体は、前記コーディングされたスライスネットワーク抽象化層（ＮＡＬ）ユニットを復号
時に、前記第１のフラグが設定されている場合は、第２のフラグの前記値を変更すること
を前記１つ以上のプロセッサに行わせるようにさらに構成されるＣ４２に記載のコンピュ
ータによって読み取り可能な記憶媒体。
［Ｃ４４］
　前記フラグは、第１のフラグを備え、前記コンピュータによって読み取り可能な記憶媒
体は、前記コーディングされたスライスネットワーク抽象化層（ＮＡＬ）ユニットを復号
時に、前記フラグが設定されている場合は、第２のフラグの前記値を１に設定することを
前記１つ以上のプロセッサに行わせるようにさらに構成されるＣ４２に記載のコンピュー
タによって読み取り可能な記憶媒体。
［Ｃ４５］
　コーディングされたスライスＮＡＬユニットを復号することを前記１つ以上のプロセッ
サに行わせるようにさらに構成され、前記ＮＡＬユニットタイプを識別するために各々の
コーディングされたスライスＮＡＬユニットを構文解析することを含むＣ４２に記載のコ
ンピュータによって読み取り可能な記憶媒体。

【図１】 【図２】
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